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「
喜
雨
歌
」
は
『
性
靈
集
』
巻
第
一
に
収
載
さ
れ
て
い
る
、
雑
言
五
十
六
句
の
長
詩
で
あ
る
。
祈
雨
の
勤
行
に
よ
り
雨
が
降
っ
た
事
を
喜
ぶ
歌
で
あ
る
。
制

作
年
月
日
の
記
載
が
無
く
、
ま
た
序
な
ど
の
文
章
も
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
時
期
に
ど
の
よ
う
な
請
雨
法
で
行
わ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
農
業
国
で
あ
る
我

が
国
で
は
、
古
来
、
祈
雨
儀
礼
は
国
家
安
寧
・
民
生
安
定
の
為
の
最
重
要
な
行
事
で
あ
っ
た
。
空
海
も
当
然
祈
雨
の
重
要
性
を
存
知
し
て
お
り
、
請
雨
に
役
立

つ
仏
典
の
『
大
雲
輪
請
雨
經
』
『
雨
寶
陀
羅
尼
經
』
を
請
来
し
て
い
る
。 

 

本
論
で
は
、
こ
の
詩
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
、
詩
の
語
句
の
解
釈
を
中
心
に
正
史
等
の
記
事
と
古
来
の
注
釈
書
を
参
照
し
な
が
ら
検
討
す
る
。
古
代
の
祈
雨

儀
礼
に
つ
い
て
は
、
民
俗
学
や
歴
史
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
に
よ
る
祈
雨
は
空
海
の
神
泉
苑
請
雨
伝
承
を
依
拠
の
一
つ
と
し
て

平
安
時
代
に
数
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
為
、
真
言
密
教
と
祈
雨
行
法
と
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
為
、
近
来
で
は
、
密
教
学
か
ら
の
研
究
も
な
さ
れ

て
い
る
。 

 
 

 
 

 

は
じ
め
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

古
代
の
祈
雨
儀
礼
の
先
行
研
究
は
筆
者
が
披
見
出
来
た
限
り
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
先
行
研
究
に
は
「
喜
雨
歌
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
が
あ
り
、

参
照
さ
せ
て
頂
い
た
。 

 
 

空
海
漢
詩
文
研
究 

喜
雨
歌
の
制
作
時
期
と
解
釈 

③
逵
日
出
典
「
神
泉
苑
に
お
け
る
空
海
請
雨
祈
祷
の
説
に
つ
い
て
」
『
藝
林
』
第
十
二
巻
第
三
號 
一
九
六
一
年
六
月 

②
梅
原
隆
章
「
日
本
古
代
に
於
け
る
雨
乞
い
」
『
日
本
歴
史
』
第
七
四
巻 

一
九
五
四
年
七
月 

①
守
山
聖
眞
「
第
十
四
章 

請
雨
經
法
」
『
文
化
史
上
よ
り
見
た
る
弘
法
大
師
傳
』
国
書
刊
行
会 

一
九
三
三
年
七
月 
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④
逵
日
出
典
「
平
安
初
期
に
於
け
る
国
家
的
雨
乞
の
動
向
」
『
神
道
史
研
究
』
第
十
巻
第
三
号 

一
九
六
二
年 

⑤
佐
々
木
令
信
「
古
代
に
お
け
る
祈
雨
と
仏
教
」
『
大
谷
學
報
』
第
五
十
巻
第
二
号 

一
九
七
〇
年
十
二
月 

⑥
佐
々
木
令
信
「
空
海
神
泉
苑
請
雨
祈
祷
説
に
つ
い
て
―
東
密
復
興
の
一
視
点
」
『
佛
教
史
學
研
究
』
第
一
七
巻
第
二
号 

一
九
七
四
年
十
一
月 

⑦
白
井
優
子
「
雨
僧
正
仁
海
と
空
海
入
定
伝
説
」
『
日
本
仏
教
』
第
四
一
号 

一
九
七
七
年 

⑧
逵
日
出
典
「
第
三
章 
室
生
山
に
於
け
る
雨
乞
」
『
室
生
寺
史
の
研
究
』
巌
南
堂
書
店 

一
九
七
九
年
十
一
月 

⑨
成
瀬
良
德
「
平
安
時
代
の
密
教
と
祈
雨
儀
礼
」
『
宗
教
研
究
』
第
五
四
巻
第
三
輯 

一
九
八
一
年
二
月 

⑩
成
瀬
良
德
「
平
安
時
代
に
お
け
る
祈
雨
儀
礼
―
密
教
僧
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
」
『
大
正
大
学
院
研
究
論
集
』
第
五
号 

一
九
八
一
年
三
月 

⑪
成
瀬
良
德
「
祈
雨
儀
礼
覚
書
―
ナ
ー
ガ
と
夢
―
」
『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
第
九
号 

一
九
八
一
年
九
月 

⑫
嶋
裕
海
「
平
安
時
代
の
異
常
気
象
・
飢
饉
と
祈
雨
儀
礼
に
つ
い
て
」
『
中
尾
俊
博
先
生
古
希
記
念
佛
教
と
社
会
』
永
田
文
昌
堂 

一
九
九
〇
年
十
月 

⑬
嶋
裕
海
「
平
安
時
代
の
祈
雨
儀
礼
に
つ
い
て
」
『
密
教
学
研
究
』
第
二
三
号 

一
九
九
一
年
三
月 

⑭
大
江
篤
「
祟
現
象
と
神
祇
官
の
亀
卜
」
『
続
日
本
紀
の
時
代
―
創
立
四
十
周
年
記
念
』
続
日
本
紀
研
究
会
・
塙
書
房 

一
九
九
四
年
十
二
月 

⑮
籔
元
晶
『
雨
乞
儀
礼
の
成
立
と
展
開
』
岩
田
書
店 

二
〇
〇
二
年
十
二
月 

⑯
ト
レ
ン
ソ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
「
請
雨
經
法
と
孔
雀
經
法
の
研
究
」
『
佛
教
史
學
研
究
』
第
四
六
巻
第
二
号 

二
〇
〇
三
年
十
一
月 

⑰
山
口
え
り
「
雨
僧
正
仁
海
と
空
海
神
泉
苑
請
雨
説
話
」
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
〇
輯
第
四
分
冊 

二
〇
〇
五
年
二
月 

⑱
ト
レ
ン
ソ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
「
神
泉
苑
に
お
け
る
真
言
密
教
祈
雨
法
の
歴
史
と
善
如
龍
王
の
伝
説
」
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
七
九
号 

二
〇
〇
五
年
九
月 

雑
言
詩
「
喜
雨
歌
」
は
『
性
靈
集
』
の
注
釈
書
や
大
師
伝
等
で
、
記
述
さ
れ
て
い
る
以
外
に
は
、「
喜
雨
歌
」
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た

ら
な
い
。
前
述
し
た
如
く
、
先
ず
制
作
時
期
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
を
行
う
。
次
に
、
本
詩
は
、
長
詩
な
の
で
三
段
に
別
け
て
、
原
文
と
書
き
下
し
文
及
び
押

韻
と
平
仄
を
記
載
し
、
語
句
の
解
釈
を
行
い
、
『
性
靈
集
』
の
注
釈
書
と
比
較
検
討
を
行
い
た
い
と
考
え
る
。 
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一 

制
作
時
期
の
検
討 

 

こ
の
詩
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
古
来
、
空
海
が
行
っ
た
で
あ
ろ
う
請
雨
法
と
少
僧
都
補
任
に
絡
ん
で
記
述
さ
れ
て
い
る
事
が
多
い
。
近
年
の
研

究
に
よ
り
、
空
海
の
神
泉
苑
で
の
請
雨
は
、
空
海
死
後
に
作
ら
れ
た
伝
承
説
話
で
史
実
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
籔
元
晶
氏
の
『
雨
乞
儀
礼
の
成

立
と
展
開
』
の
第
二
章
第
一
節
「
空
海
請
雨
伝
承
の
成
立
と
展
開
」
で
は
、
先
行
研
究
も
踏
ま
え
、
委
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
貞
観
十
七(

八

七
五)

年
の
神
泉
苑
で
の
初
め
て
の
請
雨
経
法
一

か
ら
寛
平
三(

八
九
一)

年
の
益
信
の
神
泉
苑
で
の
請
雨
経
法
二

ま
で
の
間
に
空
海
請
雨
伝
承
が
成
立
し
た
と
さ

れ
て
い
る
。
又
、
当
初
の
伝
承
は
寛
平
七(

八
九
五)

年
成
立
の
『
贈
大
僧
正
空
海
和
上
傳
記
』
三

の
「
天
長
年
中
有
旱
災
。
皇
帝
勅
和
上
、
於
神
泉
苑
令
祈
膏
雨
。

自
然
滂
沱
。
仍
賀
其
功
任
少
僧
都(
天
長
年
中
に
旱
災
有
り
。
皇
帝
和
上
に
勅
あ
り
て
、
神
泉
苑
に
於
て
膏
雨
を
祈
ら
し
む
。
自
然
と
滂
沱
た
り
。
仍
っ
て
其
の

功
を
賀
し
て
少
僧
都
に
任
ぜ
ら
る)

」
が
最
古
の
記
述
で
、
請
雨
が
天
長
年
間
に
神
泉
苑
で
行
わ
れ
、
そ
の
功
に
よ
る
少
僧
都
補
任
の
み
の
記
載
で
あ
る
。
そ
の

後
増
広
さ
れ
、
時
期
は
天
長
元
年
に
な
り
、
善
如
龍
王
の
勧
請
、
守
敏
と
の
験
比
べ
等
の
説
話
が
付
加
さ
れ
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
首
肯
の
出
来
る
内
容

で
、
賛
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。 

  
 

 

一
―
⑴ 

 

こ
れ
ま
で
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
の
諸
説 

 

古
来
、
「
喜
雨
歌
」
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
種
々
の
説
が
『
性
靈
集
』
注
釈
書
四

や
伝
記
等
で
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
そ
の
説
を
列
挙
し
て
、
筆
者
の
見
解

                                        

          

 

一 

『
三
代
實
録
』
貞
観
十
七
年
六
月
十
五
日
条
「
十
五
僧
於
神
泉
苑
、
修
大
雲
輪
請
雨
經
法
。
並
祈
雨
也
。
」
に
よ
る
。 

二 

『
日
本
紀
略
』
寛
平
三
年
六
月
十
八
日
条
「
於
大
極
殿
、
延
屈
名
僧
、
令
轉
讀
大
般
若
經
。
又
於
神
泉
苑
、
以
律
師
益
信
修
請
雨
經
。
同
日
、
奉
幣
三
社
。
」
に
よ
る
。 

三 

『
贈
大
僧
正
空
海
和
上
傳
記
』
は
『
弘
法
大
師
傳
全
集
』
第
一
に
所
収
。
長
谷
寶
秀
編
纂
。
ピ
タ
カ
社
。
昭
和
十
年
四
月
初
版
。 

四

本
論
で
用
い
た
『
性
靈
集
』
の
史
料
と
し
て
の
注
釈
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

①
『
性
靈
集
略
注
』(

ま
た
は
『
性
靈
集
私
注
』) 

覺
蓮
坊
聖
範
口
述
眞
辧
筆
記
。
十
巻
二
帖
。
貞
應
二
年(

一
二
二
三)

成
立
。 

原
本
は
筆
者
未
見
。
佐
藤
道
生
『
慶
應
義
塾
圖
書
館
藏
『
性
靈
集
略
注
』(

翻
印)

』
（
『
和
漢
比
較
文
學
の
周
辺
』
平
成
六
年
八
月
刊
・
汲
古
書
院
）
に
依
拠
。
―
本
論
で
は
『
略
注
』
と
表
記
す
る
。 

②
『
性
靈
集
注
』
見
蓮
房
明
玄
序
題
・
十
巻
。
正
應
三
年(

一
二
九
〇)

成
立
。
原
本
は
筆
者
未
見
。
『
眞
福
寺
『
性
靈
集
注
』
（
翻
刻
）
』
（
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
二
期
・
第
十
二
巻
。
平
成
十
九
年
二
月
刊
・ 

臨
川
書
店
。
）
に
依
拠
。
闕
の
巻
三
は
大
谷
大
学
博
物
館
蔵
で
補
っ
て
い
る
。
山
崎
誠
氏
の
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、
『
略
注
』
に
対
し
、
「
広
注
」
と
言
う
べ
き
「
聖
範
集
注
」
と
言
え
る
も
の
か
も
知
れ 

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
実
見
し
た
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
『
性
靈
集
注
』
現
在
七
冊(

十
巻
中
七
巻
～
九
巻
闕)
東
寺
・
観
智
院
本
が
あ
る
。
―
本
論
で
は
『
集
注
』
と
表
記
す
る
。 
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を
述
べ
る
。
注
釈
書
で
は
、
こ
の
詩
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
記
述
の
あ
る
も
の
を
成
立
順
に
掲
載
す
る
。
伝
記
類
で
は
『
贈

大
僧
正
空
海
和
上
傳
記
』
『
高
野
大
師
御
廣
傳
』
『
弘
法
大
師
行
化
記
』
等
か
ら
『
弘
法
大
師
年
譜
』
等
に
至
る
ま
で
記
述
が
な
い
。
近
来
、
三
浦
章
夫
『
弘
法

大
師
傳
記
集
覽
』
な
ど
に
こ
の
詩
の
制
作
時
期
を
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
触
れ
た
が
、
祈
雨
儀
礼
の
先
行
研
究
に
は
、
こ
の
詩
の
制
作
時
期
に
つ
い
て

言
及
し
た
も
の
が
あ
る
、
合
わ
せ
て
掲
載
す
る
。
引
用
文
は
原
文
の
マ
マ
に
記
載
す
る
。 

イ
『
聞
書
』
是
ハ

嵯
峨
ノ

帝
王
ノ

御
宇
、
弘
仁
元
年
御
歳
卅
七
ニ
シ
テ

神
泉
苑
ノ

地
ニ
テ

雨
請
御
成
就
ア
テ

其
雨
ヲ

歌
詠
ニ

作
リ

給
歟 

 

弘
仁
元
年
は
前
年
の
七
月
よ
う
や
く
入
京
を
許
さ
れ
、
高
雄
山
寺
に
居
住
し
た
ば
か
り
で
、
嵯
峨
帝
と
の
交
際
も
端
緒
に
つ
い
た
時
で
あ
る
。
神
泉
苑
は
も

っ
ぱ
ら
皇
室
の
遊
興
の
場
所
で
あ
り
、
国
家
の
祈
雨
儀
礼
に
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、『
日
本
紀
略
』
等
正
史
に
は
祈
雨
の
記
事
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
根
拠
の

な
い
後
年
の
憶
測
の
記
述
で
あ
ろ
う
。 

ロ
『
緘
石
鈔
』
喜
雨
歌
者
此
ハ

嵯
峨
天
皇
ノ

御
宇
ニ

天
下
旱
魃
之
時
大
師
依
レ

有
二

祈
玉
フ
ニ

レ 

雨
ヲ

奇
特
一

此
ノ

歌
ヲ

作
リ

奉
玉
フ

二

天
王
ニ一

也 

 

嵯
峨
帝
の
時
に
空
海
が
祈
雨
し
た
結
果
降
雨
が
あ
っ
て
、
そ
の
事
を
歌
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
嵯
峨
帝
の
御
代
に
空
海
が
祈
雨
を
行
っ
た
史
実
は
見

当
た
ら
ず
、
憶
測
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                  

 

③
『
性
靈
集
聞
書
』
撰
者
不
詳
・
十
冊 

東
寺
・
観
智
院
本
を
底
本
と
す
る
。
実
見
し
た
が
、
奥
書
に
筆
写
年
月
の
記
載
が
無
い
。
同
系
統
と
思
わ
れ
る
テ
キ
ス
ト
に
金
剛
三
昧
院
藏
『
聞
書
』
十
冊
が
あ

る
。
撰
述
は
正
平
十
六
年(

一
三
一
六)

聞
畢
と
し
て
い
る
。
又
持
明
院
蔵
『
性
靈
集
聞
書
』
は
四
冊
本
で
『
性
靈
集
』
の
巻
七
ま
で
の
注
釈
が
合
冊
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
『
性
靈
集
聞
書
』
は
誤
記
や

欠
落
な
ど
の
細
部
の
違
い
を
除
い
て
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
―
本
論
で
は
『
聞
書
』
と
表
記
す
る
。 

④
『
性
靈
集
緘
石
鈔
』
杲
寶(

一
三
〇
六
～
一
三
六
一)

撰
。
六
巻
本
・
十
巻
本
の
二
種
が
伝
存
す
る
。
現
在
ま
で
未
刊
。
写
本
は
二
種
と
も
、
種
智
院
大
學
図
書
館
藏
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
十
巻
本
は
慶
安
元 

年(

一
六
四
八)

十
月
、
高
野
二
階
堂
高
祖
院
秀
盛
に
よ
っ
て
写
さ
れ
る
。
六
巻
本
は
貞
享
三
年(
一
六
八
六)

十
月
～
四
年(

一
六
八
七)

四
月
の
間
に
、
金
剛
峯
寺
櫻
池
院
春
清
房
雄
仟
に
よ
っ
て
写
さ
れ
る
。 

十
巻
本
を
底
本
と
す
る
。
―
本
論
で
は
『
緘
石
鈔
』
と
表
記
す
る
。 

⑤
『
性
靈
集
鈔
』
實
翁
（
生
没
年
不
詳
）
撰
。
十
巻
。
元
和
七
年(

一
六
二
一)

撰
述
。
寛
永
八
年(

一
六
三
一)

刊
行
。
―
本
論
で
は
『
集
鈔
』
と
表
記
す
る
。 

⑥
『
性
靈
集
便
蒙
』
運
敞
（
一
六
一
四
～
一
六
九
三
）
撰
。
十
巻
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
撰
述
。
（
『
真
言
宗
全
書
』
第
四
十
二
巻
に
所
収
。
一
九
三
四
年
刊
真
言
宗
全
書
刊
行
會
）
―
本
論
で
は
『
便 

蒙
』
と
表
記
す
る
。 

⑦
『
性
靈
集
聞
書
』
選
者
不
詳
・
六
冊
。
綴
葉
装
。
第
一
冊
・
序
。
第
二
冊
・
巻
一
巻
二
。
第
三
冊
・
巻
三
巻
四
。
第
四
冊
・
巻
五
巻
六
。
第
五
冊
・
巻
八
。
第
六
冊
・
巻
九
巻
十
。
高
野
山
真
別
処
円
通 

律
寺
蔵
。
現
物
は
高
野
山
大
学
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
あ
る
。
―
本
論
で
は
『
真
別
聞
書
』
と
表
記
す
る
。
③
の
『
性
靈
集
聞
書
』
と
全
く
異
な
る
内
容
で
あ
る
。
新
義 

真
言
の
持
明
院
眞
譽(

一
〇
六
九
～
一
一
三
七)

か
ら
の
口
伝
伝
承
を
最
後
は
隆
光(

一
六
五
九
～
一
七
二
四)

談
を
付
加
し
て
江
戸
中
期
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
『
便
蒙
』
を
隨
所
に
引
き
論
評
し
て
い
る
。 

⑧
『
性
霊
集
私
記
』
撰
者
不
詳
。
二
巻
本
。（
『
真
言
宗
全
書
』
第
四
十
一
巻
所
収
。
）『
便
蒙
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
文
政
頃(

一
八
一
八)

に
制
作
さ
れ
た
と
同
全
書
附
巻
の
解
題
（
担
当
小
田
慈
舟 

氏
）
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
―
本
論
で
は
『
私
記
』
と
表
記
す
る
。 
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ハ
『
集
鈔
』
此
ノ

歌
ハ

嵯
峨
ノ

御
宇
ニ

旱
魃
ス

。
勅
二

天
王
諸
山
ニ一

令
レ

祈
レ

雨
時
忽
ニ

有
二

降
雨
ノ

奇
特
一

故
大
師
製
シ
テ

下

喜
レ

雨
ヲ

歌
上

令
玉
フ

二

進
覽
一

也 

 

空
海
が
直
接
祈
雨
を
し
た
の
で
は
な
く
、
嵯
峨
天
皇
の
命
で
諸
山
が
勤
行
し
て
、
雨
が
降
っ
た
の
で
作
っ
た
歌
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
詩
を
読
め
ば
、

空
海
が
祈
雨
行
を
行
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
時
期
を
別
と
す
れ
ば
妥
当
な
説
で
あ
る
。
後
に
検
討
を
す
る
。 

ニ
『
便
蒙
』
古
鈔
ニ

曰
。
嵯
峨
ノ

帝
期
ニ

大
旱
ス

。
勅
シ
テ

二

諸
寺
ニ一

祈
雨
シ
ム

。
時
ニ

忽
霈
然
タ
リ

。
故
ニ

製
テ二

喜
雨
ノ

歌
一

獻
ス
ト

レ

之
ヲ

也 

 

『
集
鈔
』
と
ほ
ぼ
同
じ
説
で
あ
る
。
後
に
検
討
を
す
る
。
伝
記
類
で
は
、 

ホ
『
弘
法
大
師
傳
記
集
覽
』
三
浦
章
夫
編
纂
（
一
九
三
四
年
初
版
・
密
教
文
化
研
究
所
） 

 

天
長
元
年
二
月
の
項
に
漢
詩
「
秋
日
觀
神
泉
苑
」
と
共
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
根
拠
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、
空
海
請
雨
伝
承
を
同
じ
項
で
掲
載
し
て
お

り
、
そ
の
時
に
作
詩
し
た
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。「
秋
日
觀
神
泉
苑
」
は
請
雨
と
は
関
係
な
く
、
嵯
峨
帝
在
位
の
弘
仁
十
三
年
の
重
陽
節
句
の
詩
宴
に
召
さ
れ
た

時
の
詩
で
あ
り
五

、
こ
こ
に
記
載
す
る
の
は
明
ら
か
に
誤
認
で
あ
る
。 

へ
『
沙
門
空
海
』
渡
辺
照
宏
・
宮
坂
宥
勝
共
著
（
一
九
九
三
年
・
筑
摩
書
房
） 

 

巻
末
資
料
「
空
海
略
年
譜
」
の
天
長
元
年
に{

二
月
、
「
秋
の
日
、
神
泉
苑
を
観
る
」
「
雨
を
喜
ぶ
詩
」
な
ど
作
詩}

と
記
載
し
て
い
る
。
本
文
に
空
海
請
雨
伝

承
の
記
述
が
あ
り
、
先
の
『
弘
法
大
師
傳
記
集
覽
』
か
ら
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
前
述
し
た
先
行
研
究
で
は
、 

Ａ
佐
々
木
令
信
「
古
代
に
お
け
る
祈
雨
と
仏
教
」 

 
 

 
 

 

「
雨
を
喜
ぶ
歌
」(

喜
雨
歌)

は
天
長
元
年(

八
二
四)

、
嵯
峨
帝
の
と
き
の
大
旱
に
、
諸
寺
に
祈
雨
さ
せ
て
功
の
あ
っ
た
の
を
、
空
海
が
喜
び
歌
っ
た
詩
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
、
雨
の
重
要
性
が
説
か
れ
、
空
海
の
民
衆
救
済
の
意
図
を
う
か
が
い
し
る
こ
と
が
で
き
る
。(

『
大
谷
學
報
』
第
五
十
巻
第
二
号
・
六
十
八

ペ
ー
ジ) 

 

制
作
時
期
を
天
長
元
年
と
し
て
い
る
が
、
根
拠
の
提
示
が
な
い
。
ま
た
、
時
期
が
正
し
け
れ
ば
、
嵯
峨
帝
で
は
な
く
淳
和
帝
御
代
で
あ
る
の
で
、
明
ら
か
な

                                        

          

 

五 

「
秋
日
觀
神
泉
苑
」
の
制
作
時
期
は
拙
著
『
漢
詩
を
通
じ
て
弘
法
大
師
空
海
の
生
涯
を
繙
く
』
の
序
論
で
検
討
を
し
て
い
る
。
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
二
月
初
版
・
高
野
山
出
版
社
。 
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誤
記
で
あ
る
。 

Ｂ
山
口
え
り
「
雨
僧
正
仁
海
と
空
海
神
泉
苑
請
雨
説
話
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
性
靈
集
』
に
は
、
天
長
元
年
に
「
喜
雨
歌
」
や
天
長
四
年
に
「
天
長
皇
帝
於
大
極
殿
屈
百
僧
雩
願
文
」
が
み
え
る
が
、
共
に
請
雨
経
法
を
行
っ
た
と
お

ぼ
し
き
内
容
で
は
な
い
。(

『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
〇
輯
第
四
分
冊
・
二
十
一
ペ
ー
ジ)

 

 

天
長
元
年
と
す
る
根
拠
は
こ
の
論
文
の
注
二
十
一
で
渡
辺
照
宏
・
宮
坂
宥
勝
校
注
『
三
教
指
歸
・
性
靈
集
』（
『
日
本
古
典
文
學
体
系
・
七
一
』
一
九
六
五
年
・

岩
波
書
店)

を
挙
げ
て
い
る
。
同
書
の
巻
末
の
「
性
靈
集
作
品
略
年
譜
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
沙
門
空
海
』
と
同
様
で
、『
弘
法
大
師
傳
記
集
覽
』
か
ら
引

用
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

以
上
こ
れ
ま
で
の
制
作
時
期
に
対
す
る
説
を
記
載
し
た
が
、
古
来
の
注
釈
書
は
共
通
し
て
嵯
峨
帝
の
御
代
に
制
作
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
近
来
の
伝
記

類
は
空
海
請
雨
伝
承
を
踏
襲
し
、
そ
の
時
の
天
長
元
年
に
作
詩
を
し
た
と
の
立
場
で
あ
る
。
一
方
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
は
佐
々
木
氏
の
天
長
元
年
説
が
代
表

的
な
意
見
で
あ
る
。
密
教
学
で
は
守
山
師
が
「
喜
雨
歌
」
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
制
作
時
期
の
記
述
は
な
い
。 

  
 

 

一
―
⑵ 

 

制
作
時
期
の
検
討 

 

こ
の
詩
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
が
少
な
く
、
確
定
し
難
い
。
そ
れ
で
、
ま
ず
、
こ
の
詩
の
検
討
か
ら
始
め
よ
う
。
第
十
七
句
か
ら
第
三
十
二
句

ま
で
の
内
容
か
ら
、
次
の
事
が
判
る
。 

 
 

 

➊
広
範
囲
に
渡
る
長
期
の
旱
魃
で
あ
る
。 

 
 

 

➋
天
皇
が
自
ら
の
責
任
を
認
め
、
自
粛
し
て
倹
約
質
素
な
生
活
を
実
践
し
て
、
国
家
的
な
祈
雨
儀
礼
を
命
じ
た
事
。 

 
 

 

➌
多
く
の
寺
で
読
誦
を
行
っ
た
。 

 
 

 

➍
多
く
の
山
林
禅
場
で
禅
行
祈
祷
を
行
っ
た
。 

 
 

 

➎
祈
雨
儀
礼
が
成
功
し
、
広
範
囲
に
充
分
の
降
雨
が
あ
っ
た
。 
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➏
全
体
と
し
て
客
観
的
な
記
述
で
あ
る
の
で
、
空
海
自
身
が
祈
雨
儀
礼
に
主
体
と
な
っ
て
参
加
し
て
い
な
い
。 

 

こ
の
六
点
の
条
件
を
満
た
す
、
祈
雨
儀
礼
の
史
実
を
先
の
先
行
研
究
等
を
参
照
し
な
が
ら
調
べ
て
み
よ
う
。
➌
は
第
二
十
七
句
「
寺
寺
進
僧
開
妙
法
」
第
二

十
九
句
「
老
僧
讀
誦
微
雲
起
」
に
よ
っ
て
、
判
る
。
恒
例
で
は
畿
内
諸
大
寺
及
び
諸
国
国
分
寺
国
分
尼
寺
等
で
の
大
般
若
経
の
転
読
が
多
い
。
➍
は
第
二
十
八

句
「
山
山
馳
使
禱
祈
周
」
第
三
十
句
「
禪
客
持
觀
雨
足
優
」
か
ら
判
る
が
、
山
林
禅
場
で
の
祈
雨
の
祈
祷
は
恒
例
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
史
に
記
載
さ
れ
て
い

る
の
は
稀
で
あ
る
。 

 

国
家
に
よ
る
祈
雨
は
飛
鳥
・
奈
良
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
神
祇
的
祈
雨
が
主
で
仏
教
に
よ
る
祈
雨
は
補
助
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
六

。

仏
教
に
よ
る
祈
雨
は
奈
良
時
代
中
期
以
降
途
絶
え
、
嵯
峨
帝
の
大
同
四
年
七
月
二
日
の
条
に
「
遣
二

使
於
吉
野
山
陵
一

、
掃
二

除
陵
内
一

、
幷
讀
經
、
以
二

亢
旱
累

レ

旬
、
山
陵
爲
慢

祟
」(

『
日
本
紀
略
』
『
類
聚
國
史
』)

と
記
載
さ
れ
る
が
、
通
常
の
仏
教
に
よ
る
祈
雨
と
は
言
い
難
い
。
吉
野
山
陵
は
光
仁
帝
の
皇
后
の
井
上

内
親
王
を
祭
っ
た
陵
で
あ
る
。
井
上
内
親
王
は
皇
嗣
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
幽
閉
毒
殺
さ
れ
て
い
る
。 

 

嵯
峨
帝
・
淳
和
帝
時
代
の
正
史
で
あ
る
『
日
本
後
紀
』
は
闕
巻
が
多
く
、
十
全
の
史
料
と
は
な
り
難
い
が
、
一
応
正
史
に
準
ず
る
『
日
本
紀
略
』『
類
聚
國
史
』

等
で
補
っ
て
、
祈
雨
儀
礼
の
記
事
を
検
討
す
る
事
に
し
た
い
。
原
文
の
マ
マ
に
記
載
す
る
七

。 

 

嵯
峨
帝
御
代
（
大
同
四
年
五
月
～
弘
仁
十
四
年
四
月
）
の
祈
雨
儀
礼
は
二
十
四
件
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
中
で
仏
教
で
の
祈
雨
は
神
祇
儀
礼
と
併
用
し
た
時
を

含
め
て
六
件
二
十
五
％
で
あ
る
。
以
下
に
列
挙
す
る
。 

 
 

 
 

 
 
ⅰ

大
同
四
年
七
月
二
日(

前
述
の
吉
野
山
陵
の
記
事) 

 
 
ⅱ

弘
仁
八
年
六
月
二
日
「
遣
二

律
師
傳
燈
大
法
師
位
修
圓
於
室
生
山
一

祈
雨
」(

『
日
本
紀
略
』
『
類
聚
國
史
』) 

 
 

 
 

効
果
な
く
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
の
か
、
二
日
後
に
「
遣
二

使
天
下
諸
国
一

祈
雨
」(

『
日
本
紀
略
』
『
類
聚
國
史
』)

の
記
事
が
あ
る
。 

 
 
ⅲ

弘
仁
九
年
四
月
二
十
二
日
「
奉
二

幣
伊
勢
大
神
宮
一

、
又
令
二

諸
大
寺
及
畿
内
諸
寺
・
山
林
禅
場
等
轉
經
禮
佛
一

、
祈
雨
也
」(

『
日
本
紀
略
』) 

                                        

          

 

六 

祈
雨
儀
礼
の
先
行
研
究
は
概
ね
神
祇
的
祈
雨
を
主
た
る
も
の
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
纏
ま
っ
た
籔
元
晶
『
雨
乞
儀
礼
の
成
立
と
展
開
』
に
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

七

『
日
本
後
紀
』
『
日
本
紀
略
』
『
類
聚
國
史
』
は
、
以
後
全
て
、
黒
岩
伸
夫
・
森
田
悌
編
『
日
本
後
紀
』
（
二
〇
〇
三
年
十
一
月
・
集
英
社
）
よ
り
引
用
。 
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こ
の
記
事
で
は
、
神
祇
と
仏
教
の
祈
雨
を
並
行
し
て
行
う
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
神
祇
は
伊
勢
大
神
宮
で
一
箇
所
で
あ
る
が
、
仏
教
で
は
奈
良
・
京

都
と
畿
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
寺
院
と
山
林
禅
場
に
於
い
て
転
経
礼
仏
さ
せ
て
い
る
。
中
で
も
山
林
禅
場
に
祈
雨
を
さ
せ
た
の
は
、
こ
の
時
が
初
例
で
あ
る
。

祈
雨
の
期
間
と
仏
典
の
記
載
が
な
い
が
、
本
件
で
の
祈
雨
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
か
、
こ
の
旱
魃
が
長
引
き
、
被
害
が
甚
大
に
な
っ
た
の
か
、
翌
二
十

三
日
に
下
記
の
詔
書
が
二
通
出
さ
れ
、
更
に
二
十
四
日
・
二
十
六
日
・
二
十
七
日
と
次
の
如
く
神
祇
・
仏
教
を
取
り
交
ぜ
て
祈
雨
を
さ
せ
て
い
る
。 

 
 

詔
書Ⅰ

「
去
年
秋
稼
燋
傷
不
レ

收
、
今
茲
新
苗
播
殖
望
絶
、
朕
之
不
徳
、
百
姓
何
辜
。
今
夤
畏
二

天
威
一

、
避
二

茲
正
殿
一

。
分
レ

使
奉
幣
、
偏
二

於
群
神
一

。

其
朕
及
后
服
御
物
幷
常
膳
等
、
宜
二

省
減
一

。
…
…(

以
下
略)

」(

『
日
本
紀
略
』)  

 
 

詔
書Ⅱ

「
比
者
陰
陽
愆
レ

候
、
炎
旱
淹
レ

旬
。
起
自
今
月
廿
六
日
迄
于
廿
八
日
、
惣
三
箇
日
、
朕
及
公
卿
百
官
、
一
皆
素
食
、
歸
二

心
覺
門
一

。
凡
厥
僧
綱
、

精
進
轉
經
、
以
副
二

素
懐
一

」(

『
日
本
紀
略
』)  

 
 

 
 

弘
仁
九
年
四
月
二
十
四
日
「
大
和
國
吉
野
郡
雨
師
神
奉
レ

授
二

從
五
位
下
一

、
以
二

祈
雨
一

也
」(

『
日
本
紀
略
』) 

 
 

 
 

弘
仁
九
年
四
月
二
十
六
日
「
遣
二

使
柏
原
山
陵
一

祈
雨
。
」(

『
日
本
紀
略
』) 

 
 
ⅳ

弘
仁
九
年
四
月
二
十
七
日
「
於
二

前
殿
一

講
二

仁
王
經
一

、
縁
二

旱
災
一

也
」(

『
日
本
紀
略
』) 

 
 

 
 

 

以
上
の
四
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
に
至
る
一
連
の
祈
雨
儀
礼
等
を
見
る
と
、「
喜
雨
歌
」
に
記
述
さ
れ
た
➊
➋
➌
➍
➏
ま
で
の
事
項
を
満
た
し
て

い
る
。
し
か
し
、
肝
心
の
効
果
が
仏
教
儀
礼
の
後
に
直
ぐ
に
は
無
く
、
そ
の
後
に
、
丹
生
雨
師
や
柏
原
山
陵
や
紫
宸
殿
に
於
け
る
仁
王
経
の
講
筵
を
行

っ
て
、
二
十
七
日
以
降
に
至
っ
て
降
雨
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
神
祇
・
仏
教
の
儀
礼
が
併
用
さ
れ
て
の
結
果
で
あ
る
。
降
雨
の
功
績
は
全
て
「
喜
雨

歌
」
の
記
述
の
➌
➍
に
よ
る
も
の
と
は
言
い
難
い
。
空
海
は
そ
れ
を
承
知
で
功
績
を
仏
教
に
よ
る
祈
雨
だ
と
主
張
す
る
と
は
思
わ
れ
ず
、「
喜
雨
歌
」
は

こ
の
弘
仁
九
年
四
月
に
制
作
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。 

 
 
ⅴ

弘
仁
十
年
七
月
十
八
日
「
詔
曰
、
頃
者
炎
旱
積
レ

旬
、
甘
液
無
レ

施
、
宜
レ

令
下

十
三
大
寺
幷
大
和
國
定
額
諸
寺
常
住
僧
、
各
於
二

當
寺
一

、
三
箇
日
轉
中

讀
大
般
若
経
上

、
以
レ

祈
二

甘
雨
一

也
。
」(

『
日
本
紀
略
』)  

 
 
ⅵ

弘
仁
十
一
年
六
月
二
十
七
日
「
令
三

諸
國
轉
二

讀
大
雲
經
一

、
爲
レ

救
レ

旱
也
」(

『
日
本
紀
略
』) 
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諸
國
と
あ
る
が
恐
ら
く
国
分
寺
国
分
尼
寺
で
の
転
経
と
思
わ
れ
る
。
前
日
の
二
十
六
日
に
「
奉
二

幣
明
神
一

、
祈
雨
也
」(

『
日
本
紀
略
』)

の
記
事
が

あ
り
、
一
日
の
差
が
あ
る
が
、
神
祇
・
仏
教
併
用
の
祈
雨
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 

以
上
嵯
峨
帝
御
代
の
仏
教
に
よ
る
祈
雨
儀
礼
を
列
挙
し
た
が
、
神
祇
に
よ
る
祈
雨
に
比
し
、
仏
教
に
よ
る
祈
雨
は
少
な
い
。
そ
の
中
で
仏
教
単
独
で
の
祈
雨

はⅴ

弘
仁
十
年
七
月
の
一
件
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
明
確
に
仏
教
的
な
祈
雨
儀
礼
と
言
え
る
の
はⅲ

弘
仁
九
年
四
月
の
事
例
以
降
で
あ
る
。
嵯
峨
帝
御
代
の

後
半
を
過
ぎ
た
時
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
嵯
峨
帝
自
身
が
仏
教
的
祈
雨
に
熱
心
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
空
海
は
こ
の
歳
以
降
、
高
野
山
に
本
拠
を
移
し
て

お
り
、
祈
雨
に
関
与
し
た
可
能
性
が
低
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
考
え
る
と
『
集
鈔
』『
便
蒙
』
の
嵯
峨
帝
の
御
代
に
「
喜
雨
歌
」
を
制
作
し
た
と
の
説
の
可

能
性
は
低
い
と
言
え
る
。 

 

淳
和
帝
御
代(

弘
仁
十
四
年
四
月
～
天
長
十
年
二
月)

の
祈
雨
儀
礼
は
十
二
件
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
中
の
仏
教
の
祈
雨
は
七
件
で
あ
る
。
以
下
に
列
挙
す
る
。 

 
 
ⅰ

弘
仁
十
四
年
七
月
十
七
日
「
奉
二

幣
雨
師
神
一

、
祈
雨
、
未
レ

有
二

徴
應
一

。
仍
城
内
設
二

法
莚
一

、
一
七
箇
日
讀
經
、
禁
二

殺
生
一

也
」(

『
日
本
紀
略
』)  

 
 

 
 

 
 

こ
の
記
事
の
前
の
七
月
四
日
の
条
に
和
泉
国
の
大
鳥
・
積
川
の
両
社
に
奉
幣
祈
雨
し
、
七
日
の
条
に
伊
勢
大
神
宮
に
奉
幣
祈
雨
し
て
い
る
。
こ
の
記

事
で
は
、
先
に
吉
野
川
上
の
雨
師
神
に
奉
幣
し
た
が
、
効
が
な
く
、
こ
こ
で
初
め
て
宮
城
内
で
仏
教
に
よ
る
祈
雨
が
行
わ
れ
て
い
る
。
淳
和
帝
最
初
の

仏
教
の
祈
雨
で
あ
る
。
こ
の
後
に
更
な
る
祈
雨
儀
礼
の
記
事
が
な
く
、
こ
の
法
筵
の
結
果
、
降
雨
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 
 
ⅱ

天
長
元
年
四
月
二
十
八
日
「
令
三

十
五
大
寺
幷
五
畿
内
・
七
道
諸
國
、
奉
二

讀
大
般
若
經
一

、
防
二

疫
旱
一

也
」(

『
日
本
紀
略
』
『
類
聚
國
史
』) 

 
 

 
 

 
 

 

天
長
元
年
の
旱
魃
に
関
す
る
儀
礼
は
こ
の
記
事
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
内
容
は
、
旱
魃
が
生
じ
て
祈
雨
儀
礼
を
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
疫
病
や

旱
魃
を
予
防
す
る
為
に
あ
ら
か
じ
め
、
十
五
大
寺
を
含
め
全
国
の
国
分
寺
国
分
尼
寺
な
ど
国
が
認
可
し
た
全
て
の
寺
で
大
般
若
経
の
読
誦
を
さ
せ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
効
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
こ
の
年
は
旱
魃
が
殆
ど
起
こ
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
神
祇
に
よ
る
祈
雨
も
一
度
も
行
わ
れ
て
い
ず
、
六

月
十
一
日
の
条
「
安
藝
國
言
上
、
旱
疾
相
幷
、
夭
亡
有
レ

數
。
詔
加
二

賑
給
一

。
」(
『
類
聚
國
史
』)

の
記
事
の
み
で
、
逆
に
八
月
一
日
の
条
で
は
風
水
害

の
為
、
明
神
に
奉
幣
し
て
い
る
。(

『
日
本
紀
略
』
『
類
聚
國
史
』) 

 
 

 
 

 
 

 

全
国
一
円
で
の
大
般
若
経
の
読
誦
は
前
例
で
は
祈
雨
の
為
に
行
っ
て
い
る
が
、
防
災
の
為
に
、
全
国
で
読
誦
さ
せ
た
初
例
で
あ
り
、
以
後
も
防
災
目
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的
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
空
海
は
約
一
ヶ
月
前
の
三
月
二
十
六
日
に
初
め
て
小
僧
都
に
補
任
さ
れ
、
国
家
の
宗
教
政
策
に
携
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
儀

礼
に
関
与
し
た
事
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
防
災
目
的
に
全
国
一
円
で
読
誦
勤
行
を
行
う
ア
イ
デ
ア
は
空
海
が
献
策
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
期

間
の
明
示
は
な
い
が
恐
ら
く
前
例
通
り
三
日
間
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 
 

先
に
検
討
し
た
如
く
、
空
海
の
請
雨
は
伝
承
説
話
で
あ
っ
て
、
当
然
、
こ
の
年
の
正
史
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
請
雨
伝
承
を
根
拠
に
し
た
、
天
長
元

年
二
月
に
制
作
し
た
と
す
る
『
弘
法
大
師
傳
記
集
覽
』
と
『
沙
門
空
海
』
の
説
は
成
り
立
た
な
い
。
又
、
佐
々
木
氏
の
説
は
仮
に
こ
の
四
月
二
十
八
日
の
条
を

根
拠
と
し
て
い
る
な
ら
ば
、
➌
➍
➏
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
の
み
で
、「
喜
雨
歌
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
事
に
合
致
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
記
事
の
み
で
は

制
作
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
が
、
後
に
検
討
を
加
え
た
い
。 

 
 
ⅲ

天
長
四
年
五
月
二
十
一
日
「
遣
二

使
畿
内
・
七
道
諸
國
一

奉
幣
、
祈
雨
。
屈
二

一
百
僧
於
大
極
殿
一

、
轉
二

讀
大
般
若
經
一

三
箇
日
。
」(

『
日
本
紀
略
』)  

 
 

 
 

 

大
極
殿
で
の
仏
典
の
転
読
の
祈
雨
儀
礼
の
初
例
で
あ
る
。
以
後
歴
代
に
亘
り
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
小
僧
都
で
僧
綱
の
一
員
と
し
て
こ
の
祈

雨
儀
礼
に
関
与
し
た
と
思
わ
れ
、
空
海
は
願
文
「
天
長
皇
帝
於
大
極
殿
屈
百
僧
雩
」
を
制
作
し
て
い
る
。
た
だ
祈
雨
の
日
が
五
月
一
日
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
記
事
と
二
十
日
間
の
違
い
が
あ
る
。
何
故
違
っ
て
い
る
の
か
そ
の
理
由
は
良
く
分
か
ら
な
い
。
こ
の
祈
雨
は
成
功
せ
ず
、
降
雨
が
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
五
日
後
の
二
十
六
日
に
空
海
自
身
が
次
の
祈
雨
儀
礼
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
祈
雨
の
企
画
・
設
営
に
関
与
し
た
責
任
上
祈
雨
を
行

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 
 

 
ⅳ

天
長
四
年
五
月
二
十
六
日
「
依
二

祈
雨
一

、
令
下

少
僧
都
空
海
請
二

佛
舎
利
内
裏
一

、
禮
拜
灌
浴
上

。
亥
後
、
天
陰
雨
降
、
數
剋
而
止
、
濕
レ

地
三
寸
。
是
則

舎
利
靈
驗
之
感
應
也
。
」(

『
日
本
紀
略
』
『
類
聚
國
史
』)  

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
祈
雨
儀
礼
は
空
海
が
行
っ
た
祈
雨
儀
礼
と
し
て
、
正
史
に
記
述
さ
れ
た
唯
一
の
記
事
で
あ
る
。
ま
た
仏
舎
利
を
用
い
て
の
祈
雨
行
も
こ
の
一
回

限
り
で
こ
れ
以
外
に
事
例
は
見
つ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
明
ら
か
に
仏
舎
利
の
霊
験
が
現
れ
、
祈
雨
が
成
功
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
以
後
踏
襲
さ
れ
て

も
不
思
議
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。
何
故
一
回
限
り
な
の
か
。
空
海
が
以
後
固
辞
し
た
の
か
、
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
理

由
が
不
明
で
あ
る
。 
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ⅴ

天
長
六
年
二
月
二
十
八
日
「
請
二

僧
百
口
・
沙
彌
百
口
一

、
於
二

大
極
殿
一

奉
二

讀
大
般
若
經
一

三
箇
日
、
以
レ

祈
二

甘
雨
一

也
」(

『
日
本
紀
略
』) 

 
 

 
 

こ
の
祈
雨
の
八
日
前
に
、
五
畿
七
道
明
神
に
祈
雨
の
奉
幣
を
行
っ
て
い
る
。
神
祇
の
祈
雨
に
効
果
が
な
か
っ
た
の
か
、
次
に
仏
教
の
祈
雨
で
あ
る
。 

 
 
ⅵ

天
長
九
年
五
月
十
七
日
「
皇
帝
避
二

正
寢
一

、
請
二

百
僧
於
八
省
院
一

、
讀
二

大
般
若
經
一

、
祈
雨
也
。
又
遣
二

使
於
練
行
僧
所
レ

住
之
山
一

讀
經
。
」(

『
日

本
紀
略
』) 

 
 

 
 

 
 

 

天
長
九
年
五
月
十
八
日
「
敕
、
去
年
秋
稼
不
レ

稔
、
諸
國
告
レ

飢
、
今
茲
疫
旱
相
起
、
仍
人
物
夭
折
、
加
以
往
々
火
災
、
民
或
失
レ

所
。
宜
下

令
三

五
畿

内
・
七
道
諸
國
、
一
七
日
、
轉
二

讀
經
王
八
一

、
轉
レ

禍
爲
上
レ

福
。
」(

『
類
聚
國
史
』)  

 
 

 

 
 

 
 

天
長
九
年
五
月
十
八
日
「
仰
二

五
畿
内
諸
國
一

、
奉
レ

轉
二

讀
般
若
・
金
剛
般
若
經
一

。
修
善
之
閒
、
禁
二

制
殺
生
一

。
」(

『
日
本
紀
略
』) 

 
 

 
 

 
ⅶ

天
長
九
年
五
月
十
九
日
「
八
省
院
讀
經
、
澍
雨
不
レ

降
、
衆
僧
暴
二

露
中
庭
一

、
至
心
誓
願
。
午
後
、
微
雨
。
仰
二

大
和
等
四
畿
内
國
司
一

、
毎
レ

社
充
二

幣
料
五
色
絹
各
一
丈
・
名
香
一
兩
、
龍
形
料
調
布
五
段
一

、
令
レ

行
二

雩
事
一

。
」(

『
日
本
紀
略
』) 

 
 

 
 

天
長
九
年
五
月
十
九
日
「
令
レ

卜
二

筮
亢
旱
於
内
裏
一

、
伊
豆
國
神
爲
レ

祟
。
」
（
『
釋
日
本
紀
』
一
五
述
義
） 

 
 

 
 

天
長
九
年
五
月
二
十
日
「
卯
時
、
零
レ

雨
卽
晴
」(

『
日
本
紀
略
』) 

 
 

 
 

五
月
十
七
日
の
仏
教
の
祈
雨
で
始
ま
る
一
連
の
儀
礼
は
、
翌
十
八
日
の
敕
に
よ
っ
て
疫
・
旱
・
火
災
な
ど
の
諸
々
の
除
災
の
為
に
、
全
国
で
七
日
間
の

「
金
光
明
最
勝
王
經
」
及
び
五
畿
内
で
「
大
般
若
經
」「
金
剛
般
若
經
」
の
転
読
を
行
う
大
規
模
な
勤
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
十
七
日
の
八
省

院
等
の
祈
雨
の
効
果
が
無
く
、
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
の
で
、
恐
ら
く
八
省
院
の
何
れ
か
で
読
誦
勤
行
し
て
い
た
百
僧
を
引
き
続
き
十
九
日
に
中
庭
に
立

た
せ
て
讀
誦
祈
雨
祈
願
を
さ
せ
、
又
こ
こ
で
初
め
て
神
祇
の
祈
雨
を
四
畿
内
で
行
わ
せ
て
い
る
。
更
に
旱
魃
の
原
因
に
つ
い
て
障
り
・
祟
り
の
有
無
を

卜
筮
さ
せ
て
い
る
。 

 
 

 
 

こ
の
旱
魃
が
広
範
囲
に
渡
り
被
害
が
深
刻
で
あ
っ
た
為
か
、
当
初
の
仏
教
で
の
祈
雨
で
は
最
善
と
思
わ
れ
る
方
法
で
大
規
模
に
行
っ
て
い
る
。
空
海
は
こ
の

                                        

          

 

八 

「
經
王
」
は
『
金
光
明
最
勝
王
經
』
の
こ
と
。 
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時
、
僧
綱
の
次
座
の
大
僧
都
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
祈
雨
儀
礼
に
関
与
し
た
の
か
ど
う
か
、
何
と
も
い
え
な
い
。
前
年
の
六
月
、
悪
瘡
起
こ
り
任
に
堪
え
ず
と
し

て
大
僧
都
辞
任
の
上
表
を
し
て
い
る
九

。
六
月
十
四
日
の
勅
で
辞
意
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
一
〇

、
以
後
は
体
調
悪
く
高
野
山
に
籠
り
勝
ち
で
あ
り
、
祈
雨
儀
礼

を
陣
頭
に
立
っ
て
指
揮
を
し
て
、
自
ら
も
参
加
し
た
か
ど
う
か
、
何
と
も
い
え
な
い
。
こ
の
一
連
の
祈
雨
儀
礼
は
仏
教
に
よ
る
祈
雨
が
主
と
し
て
行
わ
れ
、
効

果
が
現
れ
ず
、
最
後
に
神
祇
に
よ
る
祈
雨
も
並
行
し
て
行
わ
れ
た
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
成
功
し
て
い
な
い
。
即
ち
、
➊
➋
➌
➍
➏
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

が
、
肝
心
の
結
果
が
で
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
時
に
「
喜
雨
歌
」
は
制
作
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

以
上
淳
和
帝
御
代
の
仏
教
に
よ
る
祈
雨
儀
礼
を
列
挙
し
た
が
、
神
祇
に
よ
る
祈
雨
よ
り
も
、
仏
教
に
よ
る
祈
雨
の
方
が
多
い
。
し
か
も
、
仏
教
単
独
で
の
祈

雨
が
七
件
中 

六
件
を
占
め
て
い
る
。
今
ま
で
の
祈
雨
儀
礼
の
事
例
か
ら
見
れ
ば
歴
代
の
天
皇
の
中
で
淳
和
帝
が
特
段
に
仏
教
を
重
視
し
て
い
た
事
が
明
瞭
に

判
る
結
果
で
あ
る
。 

 
 

 
 

次
に
仁
明
帝
の
御
代
に
入
る
が
、
そ
の
中
で
空
海
存
命
中
の
祈
雨
儀
礼
は
三
件
あ
り
、
そ
の
中
で
の
仏
教
に
よ
る
祈
雨
は
一
件
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
。 

 
 

 
 

 
ⅰ

承
和
元
年
六
月
三
十
日
「
延
二

百
僧
於
大
極
殿
一

、
限
二

三
ケ
日
一

、
轉
二

讀
大
般
若
經
一

。
爲
下

祈
二

甘
澍
一

、
兼
防
中

風
災
上

也
。
」(

『
續
日
本
後
紀
』) 

 
 

 
 

 
 

承
和
元
年
七
月
二
日
「
初
爲
二

祈
雨
一

、
轉
二

讀
大
般
若
經
一

。
期
日
已
滿
、
晴
而
無
レ

應
。
由
レ

是
、
轉
レ

經
更
延
二

二
日
一

、
以
効
二

精
誠
一

。
」 

 
 

 
 

 
 

承
和
元
年
七
月
八
日
「
天
無
二

片
雲
一

、
炎
氣
如
レ

熏
。
比
レ

及
二

晡
辰
一

、
天
陰
雨
零
、
從
レ

此
漸
至
二

滂
沛
一

。(

同)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
一
連
の
祈
雨
は
ま
ず
、
六
月
二
十
八
日
に
伊
勢
及
び
畿
内
・
七
道
の
明
神
に
奉
幣
し
て
い
る
が
、
効
果
が
無
か
っ
た
の
か
。
次
に
三
十
日
に
こ

の
大
極
殿
で
の
転
読
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
仁
明
帝
御
代
の
初
め
て
の
仏
教
に
よ
る
祈
雨
儀
礼
で
あ
っ
た
が
、
三
日
間
の
祈
雨
で
は
効
果
が
で
ず
、
二
日

間
延
長
し
て
い
る
。
し
か
し
、
効
果
が
現
れ
ず
、
よ
う
や
く
、
祈
雨
儀
礼
の
終
わ
っ
た
四
日
後
の
八
日
の
午
後
四
時
頃
に
至
っ
て
雨
が
降
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

以
上
、
仁
明
帝
御
代
の
空
海
存
命
中
の
祈
雨
を
挙
げ
た
が
、
空
海
は
淳
和
帝
の
時
に
体
調
不
良
で
大
僧
都
辞
任
の
上
表
を
し
て
い
る
。
悪
瘡
が
治
癒
し
た
か

                                        

          

 

九 

上
表
文
「
大
僧
都
空
海
嬰
疾
上
表
辭
職
奏
状
」(

『
性
靈
集
補
闕
鈔
』
巻
九
・
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
八
巻
・
一
六
五
頁)

は
『
定
本
』
で
は
日
付
を
天
長
八
年
五
月
庚
辰
と
し
て
い
る
が
、
五
月
に
は

庚
辰
の
日
は
な
い
の
で
、
誤
写
と
思
わ
れ
る
。
庚
辰
は
六
月
十
四
日
に
当
た
る
。
上
表
の
日
は
恐
ら
く
六
月
十
四
日
で
、
直
ち
に
勅
答
が
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
〇 

『
日
本
紀
略
』
天
長
八
年
六
月
庚
辰
（
十
四
日
）
の
条
「
大
僧
都
空
海
上
表
、
云
々
、
勅
答
、
云
々
」
と
あ
る
。
「
勅
答
」
（
『
性
靈
集
補
闕
鈔
』
巻
九
・
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
八
巻
・
一
六
五
頁) 
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ど
う
が
、
何
れ
に
し
て
も
高
野
山
に
籠
り
が
ち
だ
と
思
わ
れ
る
。
承
和
元
年
の
こ
の
祈
雨
儀
礼
に
は
僧
綱
の
首
座
と
し
て
、
関
与
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
で
あ

る
が
、
積
極
的
に
勤
行
に
参
加
し
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
仁
明
帝
御
代(

天
長
十
年
二
月
～
嘉
祥
三
年
三
月)

の
祈
雨
は
三
十
四
件
あ
る
が
、
そ
の
中
で
の

仏
教
に
よ
る
祈
雨
は
十
三
件
約
四
十
％
で
あ
る
。
仏
教
単
独
で
の
祈
雨
儀
礼
は
四
件
に
と
ど
ま
る
。
以
後
平
安
時
代
を
通
じ
て
、
淳
和
帝
ほ
ど
で
は
な
い
が
仏

教
的
祈
雨
が
嵯
峨
帝
以
前
に
比
し
、
比
較
的
重
視
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

一
―
⑶ 

む
す
び 

 
 

 
 

 
 

 

前
節
で
、
空
海
の
入
京
後
か
ら
入
滅
ま
で
の
正
史
に
記
載
さ
れ
た
仏
教
に
よ
る
祈
雨
儀
礼
を
全
て
列
挙
し
た
が
、「
喜
雨
歌
」
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
祈

雨
儀
礼
に
合
致
す
る
記
事
が
見
当
た
ら
な
い
。
何
故
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。「
喜
雨
歌
」
は
そ
の
史
実
が
正
史
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。『
日
本
後
紀
』

に
闕
巻
が
多
く
、
『
日
本
紀
略
』
『
類
聚
國
史
』
等
、
正
史
に
準
ず
る
史
書
は
後
世
に
編
纂
さ
れ
た
為
に
、
偶
々
記
載
さ
れ
ず
、
漏
れ
た
為
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
れ
ら
嵯
峨
・
淳
和
・
仁
明
の
三
代
の
祈
雨
儀
礼
の
事
例
を
通
じ
て
見
る
と
、
最
も
特
徴
的
な
事
は
淳
和
帝
御
代
に
神
祇
の
祈
雨
よ
り
も
仏
教
の
祈
雨
を
重

視
し
た
事
で
あ
る
。
こ
の
仏
教
優
位
の
祈
雨
は
史
上
を
通
じ
て
唯
一
度
の
事
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
淳
和
帝
は
空
海
を
重
用
し
、
東
寺
の
経
営
を
任
せ
、
僧

綱
に
入
れ
、
仏
教
政
策
を
空
海
に
依
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
祈
雨
儀
礼
に
つ
い
て
も
空
海
の
関
与
し
た
可
能
性
が
高
い
。 

大
極
殿
で
の
大
般
若
経
の
読
経
に
よ
る
祈
雨
儀
礼
は
淳
和
帝
の
天
長
四
年
に
初
め
て
挙
行
さ
れ
た
。
大
極
殿
で
読
誦
す
る
事
は
前
例
が
あ
り
、
こ
の
時
が
初

例
で
は
な
い
一
一

。
顕
教
と
密
教
を
共
に
修
得
し
、
勤
行
等
も
顕
密
共
に
行
う
事
が
仏
の
本
意
に
適
う
と
し
て
い
る
一
二

。
僧
綱
入
り
を
し
て
も
、
常
に
宗
派
間

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
行
動
を
し
て
い
る
の
で
、
空
海
は
そ
の
前
例
を
生
か
し
て
祈
雨
に
用
い
る
よ
う
に
献
策
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
の
願
文
「
天
長

皇
帝
於
大
極
殿
屈
百
僧
雩
」
で
は
顕
密
諸
尊
に
祈
願
し
て
い
る
記
述
が
あ
る
。
こ
の
大
極
殿
で
の
大
般
若
経
の
転
読
に
よ
る
祈
雨
は
、
そ
の
後
踏
襲
さ
れ
、
空

                                        

          

 

一
一

大
同
元
年
五
月
七
日
条
「
奉
二

讀
大
般
若
經
於
大
極
殿
幷
東
宮
一

」(

『
日
本
後
紀
』)

が
初
例
と
思
わ
れ
る
。
目
的
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
桓
武
天
皇
崩
御
の
後
、
平
城
帝
の
即
位
前
の
事
で
、
恐
ら

く
鎮
護
国
家
の
祈
願
で
あ
ろ
う
。 

一
二 

『
續
日
本
後
紀
』
承
和
元
年
十
二
月
十
九
日
条
の
空
海
上
奏
文
に
「
…
然
則
顯
密
二
趣
、
契
二

如
来
本
意
一

、
現
當
福
聚
、
獲
二

諸
尊
之
悲
願
一

。
」
と
述
べ
て
い
る
。 
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海
入
滅
後
も
引
き
続
き
、
宮
中
に
於
け
る
祈
雨
儀
礼
の
主
体
と
な
っ
て
行
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

仏
教
に
よ
る
祈
雨
儀
礼
の
史
料
を
検
討
し
て
き
た
が
、
先
に
触
れ
た
如
く
、
大
き
な
疑
問
点
が
二
点
残
さ
れ
て
い
る
。
一
は
願
文
「
天
長
皇
帝
於
大
極
殿
屈

百
僧
雩
」
の
記
載
内
容
と
、『
日
本
紀
略
』
の
記
事
の
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
日
付
が
二
十
日
間
の
差
が
あ
る
事
、
願
文
は
天
長
四
年
五
月

一
日
、『
日
本
紀
略
』
は
五
月
二
十
一
日
で
あ
る
一
三

。
挙
行
場
所
は
願
文
で
は
大
極
殿
と
清
涼
殿
の
両
殿
と
な
っ
て
い
る
が
、『
日
本
紀
略
』
で
は
大
極
殿
の
み

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
祈
雨
儀
礼
は
必
要
に
迫
ら
れ
て
実
施
さ
れ
る
か
ら
、
二
十
日
間
の
違
い
は
大
き
い
。
又
、
実
施
場
所
も
双
方
共
に
間
違
え
よ
う
も
な
い

と
思
わ
れ
る
の
で
そ
の
違
い
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
両
者
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
、
偶
々
二
回
実
施
さ
れ
た
が
、『
日
本
紀
略
』
が
最
初
の
祈
雨
儀
礼
を

略
し
て
記
載
し
な
か
っ
た
と
考
え
れ
ば
説
明
が
つ
く
。
或
は
、
何
か
特
殊
の
事
態
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
天
皇
の
命
に
よ
り
、
願
文
を
作
成
し

た
が
、
予
定
日
に
降
雨
が
あ
り
、
祈
雨
の
必
要
が
無
く
な
っ
て
中
止
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
雨
が
降
ら
な
く
な
り
、
二
十
日
後
に
下
準
備
の
通
り
、
祈
雨
儀
礼
を

行
っ
た
が
、
そ
の
際
は
大
極
殿
の
み
で
実
施
さ
れ
願
文
は
読
ま
れ
な
か
っ
た
。
と
か
考
え
ら
れ
る
。
と
も
か
く
確
証
と
な
る
史
料
な
ど
が
な
く
、
こ
の
両
者
の

記
述
の
違
い
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
と
し
て
お
く
他
に
な
い
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

次
の
疑
問
点
は
同
じ
天
長
四
年
の
五
月
二
十
六
日
に
空
海
が
仏
舎
利
を
用
い
て
祈
雨
儀
礼
を
行
っ
て
、
成
功
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
後
二
度
と
実

施
さ
れ
ず
、
祈
雨
法
と
し
て
も
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
時
、
空
海
自
身
請
来
し
、
そ
の
後
空
海
の
請
雨
法
と
し
て
伝
承
説
話

に
な
っ
た
『
大
雲
林
請
雨
經
』
に
よ
る
祈
雨
儀
礼
を
行
わ
ず
に
仏
舎
利
法
を
用
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
史
料
等
で
見
る
限
り
、
空
海
が
請
雨
経
法
を
行
じ
た
形
跡

は
全
く
残
っ
て
い
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ
て
、「
喜
雨
歌
」
の
制
作
日
に
つ
い
て
、
先
に
検
討
し
た
如
く
、
史
料
で
見
る
限
り
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
実
施
さ
れ
た
の
で
な
く
、
空
海
の
創
造

に
よ
る
作
品
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
詩
の
表
現
の
中
に
具
体
的
な
事
も
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、
淳
和
帝
の
祈
雨
等
も
含
め
た
仏
教
と
空
海
に
対
す
る
態

                                        

          

 

一
三 

日
付
の
記
載
は
、
願
文
に
は
「
天
長
四
年
中
夏
之
月
朔
乙
酉
」
と
記
述
さ
れ
、
『
日
本
紀
略
』
で
は
「(

五
月)
辛
巳
、
遣
使
畿
内
…
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
願
文
の
「
乙
酉
」
は
五
月
二
十
五
日
に
当

た
り
、
朔
日
の
干
支
は
「
辛
酉
」
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
が
間
違
っ
て
い
る
が
、
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
の
対
校
注
に
は
異
字
・
補
正
な
ど
な
く
、
『
性
靈
集
』
注
釈
書
な
ど
も
「
朔
乙
酉
」
と
し
て
い
る
。

真
偽
を
正
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
『
日
本
紀
略
』
の
「
辛
巳
」
は
二
十
一
日
に
当
た
る
。
願
文
作
成
が
祈
雨
儀
礼
が
実
行
さ
れ
た
後
に
作
成
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
本
論
で
は
「
朔
」
を
正
し

い
と
し
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。 
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度
等
を
考
え
る
と
、
淳
和
帝
御
代
に
実
際
の
祈
雨
儀
礼
に
際
し
て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
又
、
こ
の
詩
は
仏
語
を
多
く
用
い
て
お
り
、
天

長
四
年
に
作
ら
れ
た
願
文
「
天
長
皇
帝
於
大
極
殿
屈
百
僧
雩
」
と
趣
旨
が
同
じ
で
あ
る
。
空
海
の
漢
詩
は
淳
和
帝
の
御
代
に
入
る
と
、
仏
の
教
え
を
讃
え
、
入

信
を
勧
め
る
詩
を
多
く
制
作
し
て
お
り
、
こ
の
詩
も
そ
の
範
疇
に
入
る
一
四

。 

残
さ
れ
た
史
料
か
ら
可
能
性
の
高
い
時
期
と
し
て
天
長
元
年
四
月
二
十
八
日
の
条
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
条
は
疫
病
と
旱
魃
を
予
め
防
ぐ
為
に
、
雨
を
必
要

と
す
る
梅
雨
の
前
に
十
五
大
寺
等
全
国
一
円
で
大
規
模
に
勤
行
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
年
は
他
に
祈
雨
儀
礼
が
行
わ
れ
て

い
な
い
の
で
、
恐
ら
く
こ
の
勤
行
の
後
、
期
待
通
り
に
雨
が
降
り
、
そ
れ
を
賀
し
て
「
喜
雨
歌
」
を
制
作
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
先
に
検
討
し
た
佐
々
木
氏
は

根
拠
を
述
べ
ず
に
天
長
元
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
満
更
間
違
っ
た
説
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、「
喜
雨
歌
」
は
天
長
元
年
四

月
二
十
八
日
の
勤
行
後
に
降
雨
が
あ
っ
た
時
に
、
そ
の
勤
行
を
踏
ま
え
、
天
皇
の
役
割
を
強
調
し
て
、
真
言
密
教
の
宣
布
に
資
す
べ
く
制
作
さ
れ
た
と
推
定
し

て
い
る
。 

  
 

 
 

 

二 

詩
の
分
析
と
解
釈 

 

こ
の
詩
は
祈
雨
の
勤
行
に
よ
り
雨
が
降
っ
て
旱
害
が
解
消
さ
れ
た
事
を
歌
っ
た
詩
で
あ
る
が
、
単
純
に
そ
の
喜
び
を
述
べ
て
い
な
い
。
旱
害
が
仏
教
に
よ
る

勤
行
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
た
事
を
契
機
と
し
て
真
言
密
教
の
教
え
に
人
々
を
い
ざ
な
う
事
を
目
指
し
た
詩
で
あ
る
。
五
十
六
句
の
雑
言
詩
で
、
七
言
句
を
主
と

し
て
、
五
言
句
が
六
句
、
六
言
句
が
四
句
混
じ
っ
て
い
る
。
換
韻
が
五
回
さ
れ
、
段
落
が
六
箇
に
別
れ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
見
れ
ば
三
段
に
別
れ
て
い
る
。 

 

押
韻
に
問
題
は
な
い
。
平
仄
は
、
二
四
不
同
の
不
調
が
十
二
箇
所
・
二
六
対
の
不
調
が
十
二
箇
所
、
下
三
連
が
八
箇
所
あ
る
。
こ
の
不
調
の
箇
所
は
空
海
の

漢
詩
の
中
で
は
平
均
的
な
も
の
で
あ
る
。 

                                         

          

 

一
四 

拙
著
『
漢
詩
を
通
じ
て
弘
法
大
師
空
海
の
生
涯
を
繙
く
』
を
参
照
。 
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二
―
⑴
第
一
段 

 

 

第
一
段
は
第
一
句
「
哀
哀
末
世
諸
元
元(

哀
哀
た
り
末
世
の
諸
々
の
元
元)

」
か
ら
第
二
十
句
「
朝
野
亢
陽
涙
相
續(

朝
野
亢
陽

こ
う
よ
う

し
て
涙
相
い
續
く)

」
ま
で
の
二

十
句
で
あ
る
。
旱
魃
は
偶
々
理
由
も
な
し
に
起
こ
る
も
の
で
は
な
く
、
人
々
が
無
自
覚
に
私
利
私
欲
に
走
り
、
仏
の
真
理
を
無
視
し
た
結
果
、
因
果
が
巡
っ
て

旱
魃
等
の
災
害
を
引
き
起
こ
す
と
仏
語
を
用
い
て
説
く
。
換
韻
が
三
回
さ
れ
て
三
悪
趣
の
畜
生
・
餓
鬼
・
地
獄
の
様
相
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
段
の
全
般
的

な
表
現
は
『
秘
藏
寶
鑰
』
の
「
第
一
異
生
羝
羊
心
」
の
描
写
と
共
通
し
て
い
る
部
分
が
多
い
。 

  
 

 

二
―
⑴
―
１ 

原
文
と
書
下
し
文
及
び
押
韻
と
平
仄 

 
 

 
 

 

１

哀
哀○

末
世●

諸○

元
元

○

◎ 
 

 

２

聾
瞽●

不
屑●

聖
者●

言◎ 
 

 
 

哀
哀
た
り
末
世
の
諸
々
の
元
元
、
聾
瞽
の
ご
と
く
聖
者
の
言
を
屑

か
え
り

み
ず 

 
 

 
 

 

３

久
酔●

無
明○

酒● 
 

 
 

 

４

不
知○

本
覺●

源◎ 
 

 
 

 
 

久
し
く
無
明
酒
に
酔
う
て
、
本
覺

ほ
ん
か
く

の
源
を
知
ら
ず 

 
 

 
 

 

５

長
眠○

三
界●

夢△ 
 

 
 

 

６

永
愛●

四
虵○

原◎ 
 

 
 

 
 

長
く
三
界
の
夢
に
眠
り
て
、
永
く
四
虵

し

だ

の
原
を
愛
す 

 
 

 
 

 

７

身
與●

口
心○

行○

十●

惡● 
 

 

８

不
忠○

不
孝●

罪
業●

繁◎ 
 

 
 

身
と
口
・
心
は
十
惡
を
行
な
い
、
不
忠
不
孝
に
し
て
罪
業
繁
し 

「
換
韻 

 

９

撥
因○

果
無○

罪●

福◆ 
 

 

１
０

蕩
菽●

混
迷○

營
口●

腹◆ 
 
 

 

因
果
を
撥は

つ

し
て
罪
福
を
無
に
し
、
蕩と

う

菽い
つ

混
迷
し
て
口
腹
を
營
な
む 

 
 

 
 

１
１

生
之○

死
之○

笑
而○

哭◆ 
 

１
２

打
東○

打
北●

愡●

是●

曲◆

一
五 

 
 

生
れ
死
に
笑
っ
て
哭
し
、
東
に
打
た
れ
北
に
打
た
れ
て
愡す

べ

て
是
れ
曲
が
る 

「
換
韻 

１
３

業
障●

重
功○

徳●

輕◎ 
 

 

１
４

臨
河○

見
水●

火●

還○

盈◎ 
 

 
 

業
障

げ
っ
し
ょ
う

は
重
く
功
徳
は
輕
し
、
河
に
臨
ん
で
水
を
見
れ
ば
火
還か

え

っ
て
盈み

て
り 

「
換
韻 

１
５

佛
身○

裏
見●

地●

獄◆ 
 

 

１
６

七
寶●

上
不●

看△

玉◆ 
 

 
 

 

佛
身
の
裏う

ち

に
地
獄
を
見
て
、
七
寶
の
上
に
玉
を
看み

ず 

 
 

 
 

１
７

甘
澤●

孜
孜○

火●

四●

起● 
 

１
８

燒
之○

爛
之○

稲
將○

粟◆ 
 

 
 

甘
澤
孜
孜

し

し

な
れ
ど
も
火 

四よ

も
に
起
き
、
燒
け
て
爛た

だ

れ
る
は
稲
と
粟
と
な
り 

                                        

          

 

一
五

定
本
は
「
由
」
と
し
て
い
る
が
、
「
福
」
「
腹
」
「
哭
」
と
押
韻
す
る
語
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
曲
」
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
第
九
句
か
ら
十
四
句
ま
で
の
押
韻
は
異
例
で
、
「
由
」
を
活
か

し
て
、
各
句
の
順
序
を
入
れ
替
え
る
と
、
例
え
ば
、
第
十
三
句
・
九
句
・
十
二
句
・
十
句
・
十
四
句
・
十
一
句
の
順
序
と
す
れ
ば
、
第
九
句
以
降
第
二
十
句
ま
で
入
声
「
屋
」
韻
と
通
韻
す
る
「
燭
」
韻
と

な
り
、
第
二
段
は
す
っ
き
り
と
換
韻
二
回
で
治
ま
る
。
た
だ
こ
の
順
序
で
は
多
少
文
脈
に
難
点
が
生
じ
る
の
で
、
異
例
の
押
韻
の
指
摘
に
と
ど
め
、
後
考
を
待
ち
た
い
。 
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１
９

山
河○

燋
竭●

禽
魚○

死● 
 

２
０

朝
野●

亢
陽○

涙
相○

續◆ 
 

 
 

山
河
燋
竭

し
ょ
う
け
つ

し
て
禽
魚
死
し
、
朝
野
亢
陽

こ
う
よ
う

し
て
涙
相
い
續
く 

 
 

 
 

押
韻
は
第
一
句
「
元
」
・
第
二
句
「
言
」
・
第
四
句
「
源
」
・
第
六
句
「
原
」
・
第
八
句
「
繁
」
が
上
平
声
第
二
十
二
「
元
」
韻
。
換
韻
し
て
、
第
九
句
「
福
」
・ 

第
十
句
「
腹
」
・
第
十
一
句
「
哭
」
が
入
声
第
一
「
屋
」
韻
、
第
十
二
句
「
曲
」
が
入
声
第
三
「
燭
」
韻
、
「
屋
」
韻
と
「
燭
」
韻
は
通
韻
で
あ
る
。
換
韻
し 

て
、
第
十
三
句
「
輕
」
・
第
十
四
句
「
盈
」
が
下
平
声
第
十
四
「
清
」
韻
。
換
韻
し
て
、
第
十
五
句
「
獄
」
・
第
十
六
句
「
玉
」
・
第
十
八
句
「
粟
」
・
第
二 

十
句
「
續
」
が
入
声
第
三
「
燭
」
韻
。 

  
 

 

二
―
⑴
―
２ 

解
釈 

 
 

 

第
一
句
「
哀
哀
末
世
諸
元
元(

哀
哀
た
り
末
世
の
諸
々
の
元
元)

」
は
「
哀
し
む
べ
き
か
な
、
末
世
の
人
々
よ
」
と
呼
び
か
け
、
第
二
句
「
聾
瞽
不
屑
聖
者
言(

聾

瞽
の
ご
と
く
聖
者
の
言
を
屑
み
ず)

」
か
ら
、
第
八
句
「
不
忠
不
孝
罪
業
繁(

不
忠
不
孝
に
し
て
罪
業
繁
し)

」
ま
で
の
八
句
は
、
「
聾
者
瞽
者
の
よ
う
に
、
仏
陀

の
教
が
聞
こ
え
ず
、
見
え
ず
、
な
お
ざ
り
に
し
て
、
煩
悩
に
身
を
委
ね
、
本
源
を
知
ら
ず
、
輪
廻
の
ま
ま
に
無
自
覚
に
生
き
て
、
現
世
の
身
体
の
み
を
愛
し
て

い
る
。
身
と
口
と
心
は
そ
れ
ぞ
れ
殺
生
・
盗
み
・
淫
行
を
行
い
悪
口
・
二
枚
舌
・
嘘
・
妄
想
を
吐
き
、
貪
欲
で
怒
り
散
ら
し
よ
こ
し
ま
で
あ
る
。
不
忠
・
不
孝

の
ま
ま
罪
を
重
ね
て
い
る
。
」
と
、
一
般
人
が
罪
深
い
生
活
に
流
さ
れ
て
い
る
状
況
を
描
写
し
て
い
る
。
第
五
句
・
六
句
は
対
句
で
あ
る
。 

 

「
元
元
」
は
民
衆
の
事
で
あ
る
。
典
拠
は
『
戦
国
策
』
「
秦
策
」
に
「
子
元
元
臣
諸
侯(

元
元
を
子
と
し
、
諸
侯
を
臣
と
す
る)

」
に
あ
る
が
、
空
海
が
参
照
し

た
可
能
性
の
あ
る
陳
琳
の
檄
文
「
爲
袁
紹
檄
豫
州
」
に
「
割
剝
元
元
、
殘
賢
害
善(

元
元
を
割
剝
し
、
賢
を
殘
し
善
を
害
す)

」
一
六

と
あ
る
。 

 

「
無
明
酒
」
は
仏
語
。
根
本
的
な
無
知
が
飲
酒
の
よ
う
に
本
来
の
自
心
を
酔
わ
せ
眩
ま
せ
る
事
を
言
う
。『
便
蒙
』
は
『
妙
法
蓮
華
經
玄
義
』
の
文
頭
「
私
序

王
」
の
一
文
「
耽
テ二

無
明
ノ

酒
ニ一

。
雖
レ

繫
ク
ト

レ

珠
而
モ

不
レ

覺
ラ

」
一
七

を
引
い
て
い
る
。
空
海
は
『
秘
藏
寶
鑰
』
「
第
一
異
生
羝
羊
心
」
で
「
徒
縛
妄
想
之
縄
、
空
酔

                                        

          

 

一
六 

陳
琳
の
檄
文
は
『
文
選
』
巻
四
十
四
に
所
載
さ
れ
て
い
る
。
陳
琳(

？
～
二
一
七)

、
漢
末
・
広
陵(

江
蘇
省)

の
人
。
字
は
孔
璋
。
建
安
七
子
の
一
人
。 

一
七 

『
妙
法
蓮
華
經
玄
義
』
の
一
文
は
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
三
十
三
巻
・
№
一
七
一
六
・
六
八
一
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 
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無
明
之
酒(

徒
ら
に
妄
想
の
縄
に
縛
ら
れ
て
、
空
く
無
明
の
酒
に
酔
へ
り
」
一
八

と
用
い
て
い
る
。 

 

「
四
虵
」
は
仏
語
。
身
体
を
構
成
す
る
四
大
の
地
水
火
風
を
蛇
に
譬
え
た
も
の
。「
四
毒
蛇
」
と
も
言
い
、
か
な
り
の
用
例
が
あ
る
。
身
体
に
在
っ
て
万
病
の

元
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。『
大
般
涅
槃
經
』
巻
第
二
十
三
「
光
明
遍
照
高
貴
德
王
菩
薩
品
第
十
之
三
」
に
「
觀
身
如
篋
地
水
火
風
如
四
毒
蛇
見
毒
觸
毒
氣
毒
齧

毒
。
一
切
眾
生
遇
是
四
毒
故
喪
其
命
。
眾
生
四
大
亦
復
如
是
。(

觀
ぜ
よ
身
は
篋
の
如
し
、
地
・
水
・
火
・
風
は
四
毒
蛇
の
見
毒
・
觸
毒
・
氣
毒
・
齧
毒
の
如
し
。

一
切
の
眾
生
は
是
の
四
毒
に
遇
う
が
故
に
其
の
命
を
喪
う
。
眾
生
の
四
大
は
亦
た
復
た
是
の
如
し
。)

」
と
あ
る
一
九

。
『
便
蒙
』
は
『
金
光
明
最
勝
王
經
』
巻
第

五
「
重
顯
空
性
品
第
九
」
の
偈
頌
を
適
宜
引
い
て
注
釈
し
て
い
る
二
〇

。
空
海
は
『
十
住
心
論
』
巻
一
に
「
四
百
之
病
由
四
蛇
而
苦
體(

四
百
の
病
は
四
蛇
を
由

と
し
て
體
を
苦
し
む
」
二
一

と
用
い
て
い
る
。 

 

第
九
句
「
撥
因
果
無
罪
福(

因
果
を
撥
し
て
罪
福
を
無
に
し)

」
か
ら
、
第
十
一
句
「
生
之
死
之
笑
而
哭(

生
れ
死
に
笑
っ
て
哭
し)

」
ま
で
の
三
句
は
、
「
因
果

の
道
理
を
無
視
し
、
節
制
無
く
利
欲
を
満
た
そ
う
と
右
往
左
往
し
て
、
子
供
が
生
ま
れ
れ
ば
歓
喜
し
、
身
内
が
死
ね
ば
哀
し
み
哭
く
。
」
と
生
前
の
無
自
覚
な
状

態
を
描
写
し
て
い
る
。 

 

「
蕩
逸
」
は
「
蕩
佚
」
と
同
音
同
義
で
し
ま
り
な
く
ほ
し
い
ま
ま
の
事
で
あ
る
。
用
例
の
少
な
い
語
句
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
仏
語
的
で
『
大
正
新

脩
大
藏
經
』
に
か
な
り
の
用
例
が
見
い
だ
せ
る
。
例
え
ば
『
無
量
壽
經
』
巻
下
二
二

に
「
飲
食
無
度
、
肆
心
蕩
逸(

飲
食
す
る
に
度
無
く
、
肆
心
は
蕩
逸
な
り)

」

と
あ
る
。
「
肆
心
」
は
我
儘
な
心
。 

 

第
十
二
句
「
打
東
打
北
愡
是
曲(

東
に
打
た
れ
北
に
打
た
れ
て
愡
て
是
れ
曲
が
る)

」
か
ら
、
第
十
六
句
「
七
寶
上
不
看
玉(

七
寶
の
上
に
玉
を
看
ず)

」
ま
で
の

                                        

          

 

一
八 

『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻
・
一
一
八
頁
。 

一
九 

『
大
般
涅
槃
經
』
巻
第
二
十
三
「
光
明
遍
照
高
貴
德
王
菩
薩
品
第
十
之
三
」
の
文
章
は
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
十
二
巻
・
№
三
七
四
・
四
九
九
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

二
〇 

『
便
蒙
』
の
『
金
光
明
最
勝
王
經
』
の
引
用
文
は
「
地
水
火
風
共
シ
テ

成
スレ

身
ヲ

、
隨
テ二

彼
ノ

因
緣
ニ一

招
ク二

異
果
ヲ一

、
同
ク

在
テ二

一
處
ニ一

相
違
害
ス

、
如
シ三

四
毒
蛇
ノ

居
ル
カ

二

一
篋
ニ一

…(

以
下
省
略)

」
で
あ
る
。
『
大
正

新
脩
大
藏
經
』
第
十
六
巻
・
№
六
六
五
・
四
二
四
頁
に
あ
る
。 

二
一 

『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
二
巻
・
四
頁
。 

二
二 

『
無
量
壽
經
』
巻
下
の
文
章
は
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
十
二
巻
・
№
三
六
〇
・
二
七
七
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 
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五
句
は
、「
畜
生
に
生
ま
れ
代
わ
り
、
彼
方
此
方
で
鞭
打
た
れ
、
す
べ
て
こ
れ
よ
こ
し
ま
、
死
後
の
評
量
は
悪
行
が
多
く
功
徳
は
少
な
い
、
餓
鬼
と
な
り
、
川
辺

に
居
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
が
変
じ
て
火
と
な
り
、
何
時
ま
で
も
渇
き
が
満
た
さ
れ
ず
、
仏
身
を
蔵
し
て
い
る
事
を
判
ら
ず
し
て
地
獄
に
堕
ち
、
自
身
に
七

寶
を
保
持
し
て
い
て
も
気
付
か
な
い
。
」
と
、
『
便
蒙
』
に
従
え
ば
、
人
々
が
先
の
よ
う
な
罪
深
い
生
活
を
続
け
る
と
、
死
後
に
生
ま
れ
落
ち
る
畜
生
・
餓
鬼
・

地
獄
の
三
悪
趣
の
世
界
を
表
現
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。 

 

 

「
打
東
打
北
愡
是
曲
」
は
法
華
経
の
説
話
二
三

の
駱
駝
・
驢
馬
や
狐
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
彼
方
此
方
で
鞭
打
た
れ
、
子
供
に
追
い
回
さ
れ
る
畜
生
の
世
界
を
表

現
し
て
い
る
。
「
打
東
打
北
」
は
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
空
海
の
よ
く
用
い
る
畳
句
で
あ
る
。 

 

「
臨
河
見
水
火
還
盈(

河
に
臨
ん
で
水
を
見
れ
ば
火
還
っ
て
盈
て
り)

」
は
、
『
便
蒙
』
に
従
え
ば
、
餓
鬼
が
恒
河
の
辺
に
長
年
月
居
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水

は
見
え
ず
、
還
っ
て
火
に
見
え
、
飢
渇
の
為
号
泣
す
る
と
の
『
大
般
涅
槃
經
』
巻
十
九
「
梵
行
品
第
八
之
五
」
の
記
事
二
四

を
典
拠
に
し
て
、
餓
鬼
の
世
界
を
表

現
し
て
い
る
。 

 

第
十
七
句
「
甘
澤
孜
孜
火
四
起(

甘
澤
孜
孜
な
れ
ど
も
火 

四
も
に
起
き)

」
か
ら
第
二
十
句
「
朝
野
亢
陽
涙
相
續(

朝
野
亢
陽
し
て
涙
相
い
續
く)

」
の
四
句
は

「
潤
い
の
雨
が
常
に
降
ろ
う
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
よ
う
な
人
々
の
罪
深
い
生
活
の
結
果
、
業
火
が
四
方
に
起
こ
り
、
穀
物
は
焼
け
爛
れ
、
山
河

は
乾
き
水
が
枯
れ
て
、
鳥
獣
・
魚
が
死
に
、
世
の
中
は
旱
魃
と
な
り
、
皆
困
苦
の
余
り
涙
を
流
し
続
け
る
。
」
と
旱
魃
の
悲
惨
な
様
子
を
述
べ
る
。 

「
孜
孜
」
倦
ま
ず
絶
え
間
な
い
有
様
。
典
故
は
『
尚
書
』
「
益
稷
第
五
」
に
「
禹
拜
曰
…
予
思
日
孜
孜(

予
日
々
孜
孜
た
ら
ん
と
思
う
」
に
あ
る
。「
火
四
起
」
は

                                        

          

 

二
三

『
便
蒙
』
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
二
「
譬
喩
品
第
三
」
の
偈
頌
「
從
リ二

地
獄
一

出
テ
ヽ

、
當
ニレ

墮
ス二

畜
生
ニ一

…
若
ハ

作
テ二

馲
駝
ト一

、
或
ハ

生
レ
テ

二

驢
中
ニ一

、
身
常
ニ

負
テレ

重
ヲ

、
加
ラ
レ

二

諸
ノ

杖
捶
ヲ一

…(

以
下
省
略)

」
を

引
い
て
い
る
。
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
九
巻
・
№
二
六
二
・
一
五
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

二
四 

『
大
般
涅
槃
經
』
巻
第
十
九
「
梵
行
品
第
八
之
五
」
に
「
如
キ三

恒
河
邊
ニ

有
カ二

諸
餓
鬼
一

。
其
ノ

數
五
百
。
於
テ一

無
量
歲
ニ一

初
ヨ
リ

不
レ

見
レ

水
ヲ

。
雖
レ

至
ル
ト

二

河
ノ

上
リ
ニ

一

純
ラ

見
ル二

流
火
ノ
ミ

一

。
飢
渴
ニ

所
レ
テ

レ

逼
メ

發
シ
テ

レ

聲
ヲ

號
哭

ス

」
と
あ
る
。
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
十
二
巻
・
№
三
七
四
・
四
七
九
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 
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仏
語
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
經
』
「
奉
持
品
第
七
」
二
五

に
「
大
火
四
起
焚
燒
萬
物(

大
火
四
も
に
起
き
、
萬
物
焚
燒
す)

」
と
あ
る
。 

 

「
燒
之
爛
之
」
は
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
空
海
の
よ
く
用
い
る
畳
句
で
あ
る
。 

 

「
燋
竭
」
乾
き
水
が
枯
れ
る
意
味
で
あ
る
。
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
仏
語
と
し
て
僅
か
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
施
餓
鬼
甘
露
味
大
陀
羅
尼
經
』

二
六

に
「
脚
臂
細
弱
足
如
覆
盆
皮
肉
乾
燥
血
脈
燋
竭(

脚
臂
は
細
く
弱
く
足
は
覆
せ
た
盆
の
如
し
、
皮
肉
は
乾
燥
し
血
脈
は
燋
竭
す)

」
と
あ
る
。 

 

「
亢
陽
」
は
旱
魃
。
成
公
綏
「
嘯
賦
」
二
七

に
「
濟
洪
災
於
炎
旱
、
反
亢
陽
於
重
陰(

洪
災
を
炎
旱
に
濟す

く

ひ
、
亢
陽
を
重
陰
に
反か

え

す)

」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

  
 

 

二
―
⑵ 

第
二
段 

 

 

第
二
段
は
、
第
二
十
一
句
「
我
皇
垂
願
爲
人
出(

我
が
皇
願
を
垂
れ
て
人
の
爲
に
出
て)

」
か
ら
第
四
十
六
句
「
一
朝
能
滅
萬
人
愁(

一
朝
に
能
く
萬
人
の
愁
を 

滅
す)

」
ま
で
の
二
十
六
句
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
中
核
に
な
る
段
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
旱
魃
・
風
水
害
・
疫
病
な
ど
の
災
害
に
対
す
る
天
皇
の
役
割
が
記
述
さ
れ 

て
い
る
。
古
来
中
国
で
は
、
堯
・
舜
等
の
聖
帝
の
德
政
に
よ
っ
て
、
諸
々
の
災
害
は
起
こ
ら
ず
、
民
は
安
ん
じ
て
生
活
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
説
話
は 

我
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
、
天
皇
の
德
の
力
で
災
害
が
防
止
さ
れ
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
為
、
今
回
の
祈
雨
の
成
功
は
、
天
皇
の
行
動
と
德
の
力
に 

よ
る
と
讃
え
て
い
る
。 

 

こ
の
段
の
モ
チ
ー
フ
と
表
現
法
は
『
不
空
表
制
集
』
第
三
巻
の
「
賀
雨
表
」
二
八

を
参
照
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
賀
雨
表
」
に
、「
皇
情
憂
軫
、
爲
人
引

咎
、
精
思
祈
天(

皇 

情
こ
こ
ろ

を
憂
軫

い

た

め

ら
れ
、
人
の
爲
咎と

が

を
引
き
て
、
思
を
精こ

め
て
天
に
祈
る)

。
果
得
應
時
、
春
澤
普
洽
、
川
原
滂
霈
、
草
木
滋
華
、
是
知
聖
德
動

天(

果
を
得
て
時
に
應
じ
、
春
澤

普
あ
ま
ね

く
洽

う
る
お

し
、
川
原
滂
霈
と
し
て
、
草
木
滋
華
た
り
。
是
れ
聖
德
の
天
を
動
か
す
を
知
る)

」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

 

又
、
こ
の
詩
で
は
僧
侶
に
よ
る
勤
行
の
結
果
、
雨
が
降
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
従
来
の
雨
乞
い
の
主
体
で
あ
っ
た
、
丹
生
川
上
社
・
貴
船
社
等
の
神
祇
に
よ

                                        

          

 

二
五 

『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
經
』
巻
下
「
奉
持
品
第
七
」
の
文
章
は
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
八
巻
・
№
二
四
六
・
八
四
三
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

二
六 

『
施
餓
鬼
甘
露
味
大
陀
羅
尼
經
』
の
文
章
は
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
二
十
一
巻
・
№
一
三
二
一
・
四
八
四
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

二
七 

「
嘯
賦
」
は
『
文
選
』
巻
十
八
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
成
公
綏(

二
三
一
～
二
七
三)

、
六
朝
晉
・
白
馬(

河
南
省)
の
人
。
字
は
子
安
。 

二
八 

「
賀
雨
表
」
は
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
五
二
巻
・
№
二
一
二
〇
・
八
四
三
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 
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る
も
の
二
九

を
凌
駕
し
た
結
果
と
な
り
、
仏
法
の
威
力
を
強
調
し
て
い
る
。 

  
 

 

二
―
⑵
―
１ 

原
文
と
書
下
し
文
及
び
押
韻
と
平
仄 

「
換
韻 

２
１

我
皇○

垂
願●

爲
人○

出● 
 

２
２

且
智●

且
仁○

臨
八●

州◎ 
 

 
 

我
が
皇 

願
を
垂
れ
て
人
の
爲
に
出
て
、
且か

つ

は
智
且
は
仁
あ
っ
て
八
州
に
臨
め
り 

 
 

 
 

２
３

三
教△

九
流○

一
心○

裹● 
 

２
４

四
量●

六
度●

萬
劫●

修◎ 
 

 
 

三
教
・
九
流 

一
心
に
裹つ

つ

み
、
四
量
・
六
度 

萬
劫
に
修
す 

 
 

 
 

２
５

爲
人○

引
咎●

避
楼○

觀● 
 

２
６

爲
物●

滅
飡○

日
夕●

憂◎ 
 

 
 

人
の
爲
に
咎と

が

を
引
き
楼
觀
を
避
け
、
物
の
爲
に
飡さ

ん

を
滅
ら
し
日
夕
に
憂
う 

 
 

 
 

２
７

寺
寺●

進
僧○

開
妙●

法● 
 

２
８

山
山○

馳
使●

禱
祈○

周◎ 
 

 
 

寺
寺
に
僧
を
進
め
妙
法
を
開
き
、
山
山
に
使
を
馳
せ
て
禱
祈

と

う

き

を

周
あ
ま
ね

く
す 

 
 

 
 

２
９

老
僧○

讀
誦●

微
雲○

起● 
 

３
０

禪
客●

持
觀○

雨
足●

優◎ 
 

 
 

老
僧 

讀
誦
し
て
微
雲
起
り
、
禪
客 

持
觀
し
て
雨
足 

優ま
さ

れ
り 

 
 

 
 

３
１

甘
露●

乳
水●

醍
醐○

油● 
 

３
２

濛
濛○

漫
漫●

山
谷●

流◎ 
 

 
 

甘
露
と
乳
水 

醍
醐
に
油
、
濛
濛

も
う
も
う

漫
漫
と
し
て
山
谷
に
流
る 

 
 

 
 

３
３

桂
嶺●

瀑
布●

幾○

溺●

兎● 
 

３
４

禾
田○

汱
澮●

堪
没●

牛◎ 
 

 
 

桂
嶺
の
瀑
布 

幾
ほ
と
ん

ど
兎
を
溺お

ぼ

ら
し
、
禾
田

か

で

ん

の
汱け

ん

澮か
い

牛
を
没
す
る
に
堪た

ゆ 

 
 

 
 

３
５

青
々○

草
木●

珠
莊○

葉● 
 

３
６

浩
浩●

陂
池○

湛
如△

瑠◎ 
 

 
 

青
々
た
る
草
木 

珠
の
ご
と
く
葉
を
莊し

げ

ら
し
、
浩
浩
た
る
陂
池

は

ち 

湛た
た

え
て
瑠た

ま

の
如
し 

 
 

 
 

３
７

農
夫○

也
莫●

愁◎ 
 

 
 

３
８

早
看△

稑
穜○

苗
老●

不◎ 
 

 
 

農
夫
也ま

た

愁
う
る
こ
と
莫な

か

れ
、
早
く
看
よ
稑
穜

り
く
と
う

の
苗
老
い
た
り
や
不い

な

や 

 
 

 
 

３
９

南
畝●

芃
芃○

苗○

稼●

緑● 
 

４
０

東
皐●

塰
塰
謳
皷●

鳩◎ 
 

 
 

南
畝

な
ん
ぼ
う

芃
芃

ほ
う
ほ
う

と
し
て
苗
稼 

緑
と
な
り
て
、
東
皐

と
う
こ
う

塰
塰

い
ん
い
ん

と
し
て
謳
皷

お

う

こ 

鳩あ
つ

ま
る 

 
 

 
 

４
１

先
知○

千
箱○

與●

萬●

庾● 
 

４
２

如
坻○

如
京○

亦
似●

丘◎ 
 

 
 

先
ず
知
り
ぬ
千
箱
と
萬
庾

ま

ん

ゆ

と
を
、
坻ち

の
如
く
京
の
如
く
亦
た
丘
に
似
た
り 

 
 

 
 

４
３

妙
矣●

法
威○

不○

可●

説● 
 

４
４

幸
哉○

帝
力●

不○

能○

籌◎ 
 

 
 

妙
な
る
か
な
法
の
威
説
く
可
か
ら
ず
、
幸
い
な
る
か
な
帝
の
力
籌は

か

る
こ
と
能
わ
ず 

 
 

 
 

４
５

一
唾●

能
鎖●

百●

界●

火● 
 

４
６

一
朝○

能
滅●

萬●

人○

愁◎ 
 

 
 

一
唾

い

ち

だ

に
能よ

く
百
界
の
火
を
鎖け

し
、
一
朝
に
能
く
萬
人
の
愁
を
滅
す 

 

押
韻
は
換
韻
し
て
、
第
二
十
二
句
「
州
」
・
第
二
十
四
句
「
修
」
・
第
二
十
六
句
「
憂
」
・
第
二
十
八
句
「
周
」
・
第
三
十
句
「
優
」
・
第
三
十
二
句
「
流
」
・

                                        

          

 

二
九 

前
述
し
た
先
行
研
究
の
③
逵
日
出
典
「
平
安
初
期
に
お
け
る
国
家
的
雨
乞
の
動
向
」
を
参
照
。 
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第
三
十
四
句
「
牛
」
・
第
三
十
六
句
「
瑠
」
・
第
三
十
七
句
「
愁
」
・
第
三
十
八
句
「
不
」
・
第
四
十
句
「
鳩
」
・
第
四
十
二
句
「
丘
」
・
第
四
十
四
句
「
籌
」
・

第
四
十
六
句
「
愁
」
が
下
平
声
第
十
八
「
尤
」
韻
。
こ
こ
で
は
中
間
の
奇
数
句
の
第
三
十
七
句
を
押
韻
さ
せ
て
い
る
。
殆
ど
類
例
の
な
い
用
法
で
あ
る
。
偶
々

押
韻
す
る
語
句
を
用
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

  
 

 

二
―
⑵
―
２ 
解
釈 

 

第
二
十
一
句
「
我
皇
垂
願
爲
人
出(

我
が
皇
願
を
垂
れ
て
人
の
爲
に
出
て)

」
か
ら
、
第
二
十
四
句
「
四
量
六
度
萬
劫
修(

四
量
・
六
度 

萬
劫
に
修
す)

」
ま
で 

の
四
句
は
「
我
が
天
皇
は
民
の
安
寧
を
願
っ
て
出
生
さ
れ
て
、
智
と
仁
を
持
っ
て
我
が
国
を
治
め
、
儒
・
道
・
仏
の
三
教
な
ど
諸
家
の
思
想
に
通
じ
、
常
に
慈 

悲
喜
捨
の
心
を
持
ち
、
布
施
・
持
戒
な
ど
仏
道
修
行
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
。
」
と
現
天
皇
を
讃
え
る
。
第
二
十
三
句
と
二
十
四
句
は
対
句
で
あ
る
。 

 

「
九
流
」
は
九
種
の
学
派
、
『
漢
書
』
「
藝
文
志
」
に
儒
・
道
・
陰
陽
・
法
・
名
・
墨
・
縦
横
・
雜
・
農
の
九
家
。 

 

「
四
量
」
は
仏
語
。「
四
無
量
心
」
の
略
で
あ
る
。
慈(

い
つ
く
し
み)

・
悲(

あ
わ
れ
み)

・
喜(

よ
ろ
こ
び)

・
捨(

平
ら
か
な)

の
四
つ
の
心
の
事
。
仏
典
に
多 

数
の
用
例
が
あ
る
。
空
海
が
多
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
十
住
心
論
』
『
秘
藏
寶
鑰
』
に
「
四
量
四
攝
ニ

齊
フ二

他
利
行
ヲ一

」
と
用
い
て
い
る
三
〇

。 

 

第
二
十
五
句
「
爲
人
引
咎
避
楼
觀(

人
の
爲
に
咎
を
引
き
楼
觀
を
避
け)

」
か
ら
、
第
二
十
八
句
「
山
山
馳
使
禱
祈
周(

山
山
に
使
を
馳
せ
て
禱
祈
を
周
く
す)

」 

ま
で
の
四
句
は
「
天
皇
が
民
の
為
に
、
旱
魃
の
責
任
を
引
き
受
け
、
宮
殿
を
し
り
ぞ
き
、
凶
作
の
為
、
食
事
の
量
を
減
ら
し
て
、
朝
晩
民
の
困
苦
を
憂
う
。
全 

国
の
寺
に
使
い
を
派
遣
し
て
読
経
を
命
じ
、
各
地
の
山
岳
修
禅
の
場
で
は
雨
乞
い
の
祈
祷
を
さ
せ
て
、
降
雨
を
祈
る
。
」
と
旱
魃
に
対
す
る
天
皇
の
行
動
を
述
べ 

て
い
る
。
第
二
十
七
句
・
二
十
八
句
は
対
句
で
あ
る
。 

 

「
爲
人
引
咎
」
は
天
皇
の
行
為
を
表
現
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。「
引
咎
」
は
用
例
の
少
な
い
語
句
で
、『
文
選
』
や
『
全
唐
詩
』
な
ど
に
は
用
例
が
な
く
、

僅
か
に
『
便
蒙
』
指
摘
の
如
く
、『
後
漢
書
』
明
帝
紀
に
「
深
自
引
咎(

深
く
自
か
ら
咎
を
引
く)

」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
皇
帝
が
自
ら
の
不
徳
の
故
と
し
て
世

                                        

          

 

三
〇 

こ
の
一
文
は
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
巻
二
・
一
八
九
頁
、
巻
三
・
一
五
〇
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 
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の
災
禍
の
責
任
を
負
う
と
表
明
す
る
時
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
詩
の
用
法
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
「
爲
人
引
咎
」
の
四
字
熟
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
用
例
は
、
管
見
の
限
り
前
述
し
た
「
賀
雨
表
」
に
し
か
見
当
た
ら
な
い
。 

 

「
祷
祈
」
は
「
祈
祷
」
と
同
義
で
あ
る
。「
祈
祷
」
に
比
し
用
例
は
少
な
い
。
語
順
を
替
え
た
の
は
、
平
仄
の
二
六
通
を
整
え
る
為
か
。
常
に
空
海
が
参
照
し 

て
い
る
『
不
空
表
制
集
』
巻
五
．
惠
超
「
賀
玉
女
潭
祈
雨
表
」
に
「
山
川
靈
應
不
昧
禱
祈(

山
川
の
靈
應
じ
て
禱
祈
昧
わ
ず)

」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

第
二
十
九
句
「
老
僧
讀
誦
微
雲
起(

老
僧 

讀
誦
し
て
微
雲
起
り)

」
か
ら
、
第
三
十
六
句
「
浩
浩
陂
池
湛
如
瑠(

浩
浩
た
る
陂
池 

湛
え
て
瑠
の
如
し)

」
ま 

で
の
八
句
は
、
「
老
僧
が
經
を
誦
し
始
め
る
と
す
こ
し
雲
が
湧
き
お
こ
り
、
山
籠
の
僧
が
座
禅
し
て
祈
雨
の
祈
祷
を
続
け
る
と
雨
脚
が
次
第
に
増
し
て
く
る
。 

甘
露
・
乳
水
・
醍
醐
・
油
の
よ
う
な
薬
味
豊
か
な
水
が
山
谷
に
濛
々
と
降
り
注
ぎ
、
漫
漫
と
大
量
に
流
れ
る
。
桂
嶺
の
滝
は
流
れ
落
ち
、
兔
を
溺
れ
さ
せ
ん
と 

し
、
稲
田
の
溝
に
溢
れ
て
牛
を
沈
ま
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
、
草
木
を
青
々
と
茂
ら
せ
る
。
水
を
湛
え
た
池
は
青
い
宝
玉
の
よ
う
だ
。
」
と
読
経
と
祈
祷
の
結
果
、
雨 

が
豊
か
に
降
る
。
山
野
・
田
畑
の
降
雨
の
喜
ば
し
い
状
態
を
描
写
し
て
い
る
。
第
二
十
九
句
と
三
十
句
は
対
句
で
あ
る
。 

 

「
甘
露
」「
乳
水
」「
醍
醐
」「
油
」
は
仏
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
何
れ
も
滋
味
豊
か
な
薬
用
食
物
と
し
て
多
く
の
用
例
が
あ
る
。
た
だ
し
「
甘
露
」
の 

典
故
は
『
老
子
』
第
三
十
二
章
の
「
天
地
相
合
以
降
甘
露
（
天
地
相
い
合
し
て
以
て
甘
露
を
降
ら
す)

）
に
あ
る
。
後
に
皇
帝
が
徳
政
を
行
え
ば
瑞
祥
と
し
て
甘 

露
が
降
る
と
さ
れ
て
い
る
。
「
油
」
は
『
增
一
阿
含
經
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
三
良
薬
三
一(

酥
・
蜜
・
油)

を
油
で
代
表
さ
せ
て
い
る
。 

 

「
桂
嶺
」
は
山
名
・
地
名
に
あ
る
が
、
普
通
名
詞
に
な
く
、
用
例
も
見
当
た
ら
な
い
。
古
来
の
注
釈
書
の
注
釈
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
返
点
・
送
り
仮
名 

等
原
文
の
マ
マ
に
記
載
。 

『
略
注
』
桂
嶺
者
天
台
山
歟
、
桂
芝
多
生
故
。(

文
選
天
台
山
賦
見
タ
リ)

 

『
集
注
』
桂
嶺
瀑
布
者
、
文
選
天
台
山
賦
云
、
瀑
布
飛
流
以
界
ヘ
リ

道
ヲ一

。
又
云
、
八
桂

森
イ
ヨ
ヨ

カ
ニ

挺ヌ
ケ

テ

以
凌
ケ
リ

霜
一

、
五
芝
含
テ

秀
一

而
晨
ニ

敷
ケ
リ

。 

『
聞
書
』
桂
嶺
ハ

天
台
山
ヲ

云
也
。
彼
峯
ニ

桂
多
キ

故
也
、
今
ハ

奇
テ

之
一

此
方
ノ

嶺
ヲ

云
也
。
瀑
布
ト

者
瀧
ノ

事
也 

                                        

          

 

三
一
『
增
壹
阿
含
經
』
巻
第
十
二
「
三
寶
品
第
二
十
一
の
七
」
に
「
然
復
此
三
大
患
有
三
良
藥
。
…
風
患
者
酥
爲
良
藥
…
痰
患
者
蜜
爲
良
藥
…
冷
患
者
油
爲
良
藥
」
と
あ
る
。『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
二
巻
・

№
一
二
五
・
六
〇
四
頁
。 
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『
緘
石
鈔
』
桂
嶺
瀑
布
者
譬
三

龍
ノ

流
水
ヲ

引
ク
ニ

二

瀑
布
ヲ一

也
。
文
選
天
台
山
賦
云
瀑
布
飛
流
シ
テ

以
界
レ

道
ヲ

。
注
云
瀑
布
懸
ニ

流
レ

千
仞
如
下

垂
テ

布
下
ル
カ

上

故
ニ

、
過
二

於
石
梁
之
上
ニ一

故
云
二

界
道
ト一

。 

『
集
鈔
』
桂
嶺
者
天
台
山
桂
木
多
キ

山
也
。
瀑
布
ト

者
瀧
也
。 

『
便
蒙
』
徐
陵
カ

陳
公
九
錫
ノ

文
ニ

曰
、
揚
ク二

旌
ヲ

于
桂
嶺
之
北
ニ一

。
孫
興
カ

天
台
山
ノ

賦
ニ

曰
、
瀑
布
飛
流
以
テ

界
フレ

道
ヲ

。
又
云
、
八
桂
森
ヤ
カ
ニ

挺
ン
テ
テ

以
凌
クレ

霜
ヲ

。

今
擬
二

高
雄
山
ヲ

於
天
台
山
ニ一

也 

『
真
別
聞
書
』
鈔
擬
二

高
雄
山
ヲ

於
天
台
山
ニ一

云
々
。
然
レ
ト
モ
可
レ

指
二

西
山
五
岳
ノ
大
鶉
峯
朝
日
峯
鎌
倉
峯
高
雄
峯
竜
上
峯
ヲ一

歟
、
桂
ハ

秋
也
、
西
ハ

亦
至
レ

秋
ヲ

故
ニ

、
西
山
ヲ

云
二

桂
嶺
ト一

歟
、
下
ノ

禾
田
□
ニ

不
レ

指
二

一
処
一

、
對
ス
ル

レ

之
ニ

桂
嶺
廣
シ

可
レ

指
二

五
岳
ヲ一

必
セ
リ

矣
。 

『
私
記
』
桂
嶺
瀑
云
々
、
桂
嶺
ハ

云
レ

高
ヲ

、
瀑
布
ハ

云
レ

瀧
ヲ

也
。 

 

 

概
ね
孫
綽
「
游
天
台
山
賦
」
の
「
八
桂
森
挺
以
凌
霜(

八
桂
森
挺
し
て
以
っ
て
霜
を
凌
ぐ)

」
三
二

を
引
き
、「
桂
嶺
」
は
天
台
山
と
し
て
い
る
。
『
便
蒙
』
は
天

台
山
で
は
あ
る
が
、
こ
の
詩
で
は
天
台
山
を
高
雄
山
に
擬
し
て
い
る
と
し
て
、
「
桂
嶺
」
は
「
高
雄
山
」
と
し
て
い
る
。
『
真
別
聞
書
』
は
『
便
蒙
』
説
を
批
判

し
、
高
雄
山
を
含
む
西
山
五
岳
の
事
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
游
天
台
山
賦
」
の
当
該
の
文
は
天
台
山
全
体
の
風
景
描
写
の
ご
く
一
部
で
、
「
桂
嶺
」
が
「
天

台
山
」
の
別
名
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
訳
で
も
な
く
、
中
国
で
は
通
用
し
な
い
解
釈
で
あ
る
。
『
私
記
』
の
み
、
「
桂
嶺
」
は
「
高
い
」
意
味
だ
と
し
て
い
る

が
典
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
首
肯
し
が
た
い
。
こ
の
説
は
坂
田
光
全
『
性
靈
集
講
義
』
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
に
典
拠
を
示
し
て
い
な
い
。 

文
脈
で
は
固
有
の
「
天
台
山
」
或
は
「
高
雄
山
」
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
普
通
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
空
海
は
「
大
夫
笠
左
衞
佐
爲
亡
室

造
大
日
楨
像
願
文
」
に
「
桂
嶺
高
而
日
月
明
」
と
用
い
て
い
る
。
こ
の
文
は
高
雄
山
を
形
容
す
る
美
辞
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
他
に
用
例
も
な
く
、
筆
者

は
空
海
に
倣
い
「
桂
の
よ
う
な
か
ぐ
わ
し
い
峰
」
と
し
て
、
瀑
布
に
対
す
る
美
辞
と
し
て
お
き
た
い
。 

 

「
禾
田
」
は
稲
田
の
こ
と
で
あ
る
が
、
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
空
海
独
自
の
用
法
と
思
わ
れ
る
。 

                                        

          

 

三
二 

孫
綽
「
游
天
台
山
」
の
一
文
は
『
文
選
』
巻
十
一
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
孫
綽(

三
一
四
～
三
七
一)

、
六
朝
晉
・
太
原
・
中
都
県(

山
西
省)

の
人
。
字
は
興
公
。 
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「
汱
澮
」
は
水
が
流
れ
落
ち
る
田
の
溝
の
意
味
で
あ
る
が
、
漢
籍
に
は
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
唯
一
仏
語
と
し
て
、
『
長
阿
含
經
』
巻
第
二
十
一
「
第
四 

分
世
記
經
三
災
品
第
九
」
に
「
令
此
世
間
所
有
小
河
・
汱
澮
・
渠
流
皆
悉
乾
竭(

此
の
世
間
に
所
有
の
小
河
・
汱
澮
・
渠
流
有
る
所
皆
悉
く
乾
竭
せ
し
む)

」
三
三

と 

用
い
ら
れ
て
い
る
。『
便
蒙
』
は
「
汱
ハ

當
ニレ

作
レ

畎
」
と
し
て
「
汱
澮
」
を
同
音
の
「
畎
澮
」
と
同
義
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
典
故
を
『
尚
書
』「
益
稷
第
五
」 

の
「
濬
畎
澮
距
川
（
畎
澮
を
濬さ

ら

え
川
に

距
い
た
ら

し
む
）
」
に
採
り
、「
畎
」「
澮
」
共
に
田
畑
の
灌
漑
用
の
溝
で
あ
る
の
で
其
の
寸
法
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。「
畎
澮
」 

は
仏
語
と
し
て
も
か
な
り
用
い
ら
れ
て
お
り
、
先
の
『
長
阿
含
經
』
の
用
例
も
意
味
は
「
畎
澮
」
と
し
た
方
が
文
脈
に
合
致
す
る
。
即
ち
『
長
阿
含
經
』
の
漢 

訳
の
時
、
灌
漑
用
の
溝
を
「
畎
澮
」
と
せ
ず
に
同
音
の
「
汱
澮
」
に
宛
て
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。『
長
阿
含
經
』
以
外
の
仏
典
は
全
て
「
畎
澮
」
を 

用
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
便
蒙
』
の
解
釈
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
空
海
は
『
長
阿
含
經
』
か
ら
引
用
し
た
の
か
、
或
は
、
「
汱
澮
」
の
字
義
通
り
に
、 

稲
田
か
ら
流
れ
落
ち
て
ゆ
く
溝
に
牛
が
埋
没
し
て
い
る
情
景
を
表
現
し
た
か
っ
た
の
で
、
独
自
の
語
句
を
用
い
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。
筆
者
は
「
汱
」
を
字 

義
通
り
の
「
水
が
流
れ
落
ち
る
」
意
味
に
採
り
た
い
。 

 

「
陂
池
」
は
溜
池
で
あ
る
。
典
故
は
『
便
蒙
』
の
指
摘
の
通
り
、
『
禮
記
』
「
月
令
・
仲
春
之
月
」
の
「
毋
竭
川
澤
、
毋
漉
陂
池
、
毋
焚
山
林(

川
澤
を
竭
す 

こ
と
な
か
れ
、
陂
池
を
漉
す
こ
と
な
か
れ
、
山
林
を
焚
す
こ
と
な
か
れ)

」
に
あ
る
。
用
例
も
数
多
い
。
例
え
ば
、
班
固
「
西
都
賦
」
三
四

に
「
源
泉
灌
注
、
陂 

池
交
屬(

源
泉
灌
注
し
て
、
陂
池
交
々

こ
も
ご
も

屬つ
づ

く)

」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
瑠
」
は
瑠
璃
の
こ
と
、
青
色
の
宝
玉
で
あ
る
。 

 

第
三
十
七
句
「
農
夫
也
莫
愁
（
農
夫
也ま

た

愁
う
る
こ
と
莫
れ)

」
か
ら
、
第
四
十
二
句
「
如
坻
如
京
亦
似
丘
（
坻
の
如
く
京
の
如
く
亦
た
丘
に
似
た
り
）
」
ま
で 

の
六
句
は
、
「
農
夫
よ
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
、
早
生
も
奥
手
も
苗
が
傷
ん
だ
か
ど
う
か
を
早
く
見
て
み
な
さ
い
。
南
の
田
畑
の
苗
は
良
く
育
ち
緑
豊
か
で
、 

や
が
て
東
の
田
ん
ぼ
で
は
、
皆
が
集
ま
り
豊
作
の
喜
び
を
歌
う
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
収
穫
し
た
稲
を
千
も
の
箱
車
で
運
び
、
多
量
に
積
み
上
げ
収
め
る
だ
ろ
う
、 

そ
れ
は
ま
る
で
小
さ
な
島
か
高
地
の
よ
う
で
、
丘
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
に
な
る
だ
ろ
う
。
」
と
降
雨
の
結
果
を
想
像
し
て
詠
ん
で
い
る
。
第
三
十
九
句
と
四
十
句 

は
対
句
で
あ
る
。 

                                        

          

 

三
三 

『
長
阿
含
經
』
巻
第
二
十
一
「
第
四
分
世
記
經
三
災
品
第
九
」
の
文
章
は
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
一
巻
、
№
〇
〇
一
・
一
三
七
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

三
四 

「
西
都
賦
」
は
『
文
選
』
巻
一
に
収
載
。
班
固(

三
二
～
九
八)

、
後
漢
・
安
陵(

陝
西
省)

の
人
。
字
は
孟
堅
。 
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「
稑
穜
」
は
穀
類
の
種
で
「
稑
」
が
早
生
で
「
穜
」
が
奥
手
の
こ
と
で
あ
る
。
通
常
は
熟
語
と
し
て
「
穜
稑
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
空
海
が
用
例
の
な 

い
「
稑
穜
」
を
用
い
た
の
は
、
平
仄
の
二
四
不
同
・
二
六
通
の
不
調
を
避
け
る
為
だ
と
思
わ
れ
る
。
「
穜
稑
」
の
典
故
は
『
周
禮
』
「
天
官
・
内
宰
」
の
「
生 

穜
稑
之
種
、
而
獻
之
于
王(

穜
稑
の
種
生
じ
て
、
之
を
王
に
獻
ず)

」
に
あ
る
。
潘
岳
「
藉
田
賦
」
に
「
后
妃
獻
穜
稑
之
種
、
司
農
撰
播
殖
之
器(

后
妃
穜
稑
の
種 

を
獻
じ
、
司
農
播
殖
の
器
を
撰そ

な

ふ)

」
三
五

と
あ
る
。「
老
不
」
は
疑
問
文
。「
老
い
た
り
や
い
な
や
」「
老
」
は
衰
え
る
意
味
で
こ
こ
で
は
苗
が
萎
ん
で
い
る
状
態 

を
い
う
。 

 

「
南
畝
」
は
南
の
田
畑
で
あ
る
。
『
毛
詩
』
の
二
つ
の
詩
に
用
い
ら
れ
三
六

、
南
面
の
田
畑
は
収
穫
の
良
い
優
良
の
田
畑
を
意
味
し
て
い
る
の
で
、
方
角
に
関 

係
な
く
単
に
優
良
な
田
畑
を
い
う
。「
芃
芃
」
は
草
木
の
美
し
く
茂
っ
て
い
る
様
子
を
い
う
。
こ
の
語
句
も
『
毛
詩
』
の
「
鄘
風
・
載
馳
」
・
「
曹
風
・
下
泉
」
・ 

「
小
雅
・
黍
苗
」
・
「
大
雅
・
棫
樸
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
東
皐
」
は
東
の
水
田
の
こ
と
。
特
段
の
典
故
は
な
い
が
『
文
選
』
に
か
な
り
の
用
例
が
あ
る
。
『
便
蒙
』
の
例
示
に
従
え
ば
、
潘
岳
「
秋
興
賦
」
に
「
耕

東
皐
之
沃
壤
兮
、
輸
黍
稷
之
餘
稅
（
東
皐
の
沃
壤
に
耕
し
、
黍
稷
の
餘
稅
を
輸お

さ

む
）
」
三
七

と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
李
善
注
に
「
水
田
曰
レ

皐
」
と
あ
り
、

皐
が
水
田
を
意
味
す
る
典
拠
と
な
っ
て
い
る
。 

 

「
千
箱
與
萬
庾
」
と
「
如
坻
如
京
」
の
典
故
は
『
毛
詩
』
「
小
雅
・
甫
田
」
の
「
曾
孫
之
庾
、
如
坻
如
京
。
乃
求
千
斯
倉
、
乃
求
萬
斯
箱(

曾
孫
の
庾
、
坻
の

如
く
京
の
如
し
。
乃
ち
千
斯
の
倉
を
求
め
、
乃
ち
萬
斯
の
箱
を
求
む)

」
に
あ
る
。
「
千
箱
」
は
沢
山
の
箱
車
、
こ
れ
で
穀
物
を
運
ぶ
。
「
庾
」
は
屋
根
の
な
い

倉
で
穀
物
が
野
積
み
さ
れ
て
い
る
。
「
坻
」
は
小
さ
な
島
、
「
京
」
は
高
い
丘
の
こ
と
。
以
上
の
第
三
十
七
句
か
ら
四
十
二
句
ま
で
の
表
現
は
「
小
雅
・
甫
田
」

を
下
敷
き
に
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
詩
は
毛
序
に
よ
れ
ば
、
周
の
幽
王
の
時
悪
政
を
戒
め
る
た
め
、
古
の
第
三
代
成
王
が
徳
政
を
行
い
、
豊
か

に
暮
ら
し
て
い
る
状
況
―
雨
乞
い
が
成
功
し
、
農
夫
が
喜
び
、
先
祖
に
歌
舞
し
て
祭
り
を
行
い
、
穀
物
が
大
量
に
収
穫
さ
れ
る
―
を
歌
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

                                        

          

 

三
五 

「
藉
田
賦
」
は
『
文
選
』
巻
七
に
収
載
。
潘
岳(

二
四
七
？
～
三
〇
〇)

、
滎
陽
中
牟(

河
南
省)

の
人
。
字
は
安
仁
。 

三
六 

「
南
畝
」
は
『
毛
詩
』
「
豳
風
・
七
月
」
の
「
同
我
婦
女
、
饁
彼
南
畝
、
田
畯
至
喜
」
と
「
小
雅
・
甫
田
」
の
「
今
適
南
畝
、
或
耘
或
耔
、
黍
稷
薿
薿
」
に
あ
る
。 

三
七 

「
秋
興
賦
」
は
『
文
選
』
巻
十
三
に
収
載
。
潘
岳
は
既
出
。 
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語
句
に
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。
「
甫
田
」
の
第
三
章
で
は
「
農
夫
之
慶
、
琴
瑟
撃
鼓(

農
夫
之
れ
慶
ば
ん
、
琴
瑟
撃
鼓
し
て)

、
以
御
田
祖
、
以
祈
甘
雨(

以
て

田
祖
を
御む

か

へ
、
以
て
甘
雨
を
祈
る)

」
と
あ
る
。 

 

第
四
十
三
句
「
妙
矣
法
威
不
可
説(

妙
な
る
か
な
法
の
威
説
く
可
か
ら
ず)

」
か
ら
、
第
四
十
六
句
「
一
朝
能
滅
萬
人
愁(

一
朝
に
能
く
萬
人
の
愁
を
滅
す)

」

ま
で
の
四
句
は
「
仏
法
の
威
力
は
口
で
は
語
れ
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
。
菩
薩
の
唾
一
つ
で
、
多
く
の
世
界
の
旱
魃
の
火
を
消
し
て
し
ま
う
。
帝
の
徳
の
力
も

計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
。
ひ
と
た
び
出
御
す
る
と
、
多
数
の
民
の
心
配
を
取
り
除
い
て
し
ま
う
。
」
と
仏
法
の
威
力
と
天
皇
の
徳
の
力
を
讃
え
る
。
第
四

十
三
句
と
四
十
四
句
、
及
び
第
四
十
五
句
と
四
十
六
句
は
共
に
対
句
で
あ
る
。 

 

「
帝
力
」
は
帝
の
徳
の
力
の
こ
と
で
あ
る
。
典
拠
は
往
古
の
伝
承
歌
「
日
出
而
作
、
日
入
而
息
。
鑿
井
而
飲
、
耕
田
而
食
。
帝
力
於
我
何
有
哉
。(

日
出い

で

て
作お

き
、
日
入い

り

て
息や

す

む
。
井
を
鑿う

が

ち
て
飲
み
、
田
を
耕
し
て
食
す
。
帝
の
力
何
ぞ
我
に
有
ら
ん
や
）
」
に
あ
る
三
八

。
こ
の
歌
は
堯
帝
の
治
世
の
と
き
、
巷
の
老
人
が
、

帝
の
徳
が
あ
ま
り
に
広
大
な
た
め
、
そ
の
恩
に
気
付
か
ず
、
自
分
は
何
ら
帝
の
恩
恵
を
受
け
て
い
な
い
と
歌
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
空
海
は
こ
の
伝
承
歌
を
踏

ま
え
、
最
終
句
に
「
無
爲
無
事
忘
帝
功(

無
爲
無
事
に
し
て
帝
功
を
忘
る)

」
と
表
現
し
て
い
る
。 

 

「
一
唾
」
は
仏
語
。
唾
一
滴
で
大
火
を
消
し
止
め
る
用
例
が
多
い
。
『
便
蒙
』
は
『
摩
訶
止
觀
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
佛
藏
經
』
を
引
用
し
て
い
る
。
た

だ
そ
の
引
用
文
は
、
主
旨
は
変
ら
な
い
が
多
少
語
句
が
異
な
る
。
原
典
の
『
佛
藏
經
』
巻
上
「
諸
法
實
相
品
第
一
」
で
は
「
譬
如
劫
盡
大
火
燒
時
。
人
以
一
唾

能
滅
此
火(

譬
え
ば
劫
盡
の
大
火
の
燒
ゆ
る
時
、
人
一
唾
を
以
て
能
く
此
の
火
を
滅
す
る
が
如
し)

」
三
九

と
あ
る
。 

  
 

 

二
―
⑶ 

第
三
段 

 

第
三
段
は
、
第
四
十
七
句
「
寄
言
六
道
無
明
客(

言
を
寄
す
六
道
無
明
の
客
に)
」
か
ら
最
終
句
「
無
爲
無
事
忘
帝
功(

無
爲
無
事
に
し
て
帝
功
を
忘
る)

」
ま

                                        

          

 

三
八

こ
の
歌
謡
は
人
口
に
膾
炙
し
て
お
り
、
『
藝
文
類
聚
』
『
樂
府
詩
集
』
『
初
學
記
』
『
詩
紀
』
『
十
八
史
略
』
等
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
文
字
に
多
少
の
異
同
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
『
先
秦
漢
魏
晉

六
朝
詩
』
（
巻
一
）
收
載
の
「
撃
壤
歌
」
を
引
用
し
て
い
る
。 

三
九

『
佛
藏
經
』
巻
上
「
諸
法
實
相
品
第
一
」
の
こ
の
文
章
は
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
十
五
巻
・
№
六
五
三
・
七
八
三
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 
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で
の
十
句
で
あ
る
。
こ
の
段
で
は
、
修
禅
に
対
す
る
基
本
的
な
心
構
え
を
説
き
、
真
言
密
教
の
教
え
を
示
し
、
入
信
の
効
果
を
述
べ
て
、
人
々
を
仏
教
へ
い
ざ

な
っ
て
結
び
と
し
て
い
る
。 

  
 

 

二
―
⑶
―
１ 

原
文
と
書
下
し
文
及
び
押
韻
と
平
仄 

「
換
韻 

４
７

寄
言○

六
道●

無
明○

客● 
 

４
８

我
以●

佛
言○

好●

心○

通◎ 
 

 
 

言
を
寄
す
六
道
無
明
の
客
に
、
我 

佛
言
を
以
っ
て
好
心
に
通
じ
せ
し
め
ん
、 

 
 

 
 

４
９

男
女●

若
能○

持○

一●

字● 
 

５
０

朝
朝○

一
觀●

自
心○

宮◎ 
 

 
 

男
女
若も

し
能よ

く
一
字
を
持
さ
ば
、
朝
朝
に
一

も
っ
ぱ

ら

自
み
ず
か
ら

の
心
の
宮
を
觀
ぜ
よ 

 
 

 
 

５
１

自
心○

亦
是●

三
身○

土● 
 

５
２

五
智●

荘
厳○

本
自●

豊◎ 
 

 
 

自
の
心
亦
た
是
れ
三
身
の
土
に
し
て
、
五
智
の
荘
厳
本
自

も
と
よ
り

豊
な
り
、
と 

 
 

 
 

５
３

欲
知○

先
入●

灌●

頂●

法● 
 

５
４

纔
入●

便
持○

薩
埵●

同◎ 
 

 
 

知
ら
ん
と
欲
せ
ば
先
ず
灌
頂
の
法
に
入
れ
、

纔
わ
ず
か

に
入
り

便
す
な
わ

ち
持
せ
ば
薩
埵

さ

っ

た

に
同
じ 

 
 

 
 

５
５

天
食●

天
衣○

自
然○

雨● 
 

５
６

無
爲○

無
事●

忘
帝●

功◎ 
 

 
 

天
食
天
衣 

自
然
に
雨
ふ
り
、
無
爲
無
事
に
し
て
帝て

い

功こ
う

を
忘
る 

 

押
韻
は
換
韻
し
て
、
第
四
十
八
句
「
通
」
・
第
五
十
句
「
宮
」
・
第
五
十
二
句
「
豊
」
・
第
五
十
四
句
「
同
」
・
第
五
十
六
句
「
功
」
が
上
平
声
第
一
「
東
」

韻
。 

  
 

 

二
―
⑶
―
２ 

 

 

第
四
十
七
句
「
寄
言
六
道
無
明
客(

言
を
寄
す
六
道
無
明
の
客
に)
」
か
ら
、
第
五
十
二
句
「
解
釈
五
智
荘
厳
本
自
豊(

五
智
の
荘
厳
本
自
豊
な
り)

」
ま
で
の 

六
句
は
、
「
六
道
を
輪
廻
す
る
無
知
蒙
昧
な
現
世
の
人
々
に
告
げ
る
。
私
は
、
誰
で
も
保
持
し
て
い
る
善
き
心
に
通
じ
せ
し
め
ん
と
仏
の
言
葉
を
述
べ
る
。
善 

男
善
女
よ
、
諸
元
の
源
で
あ
る
阿
字
を
保
持
し
て
、
日
々
も
っ
ぱ
ら
実
の
如
く
自
の
心
を
観
じ
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
自
身
の
心
に
仏
の
三
身(

法
身
・
報
身
・ 

応
身)

が
具
足
し
て
お
り
、
本
来
よ
り
仏
の
五
智(

大
円
鏡
智
・
平
等
性
智
・
妙
観
察
智
・
成
所
作
智
・
法
界
体
性
智)

で
満
た
さ
れ
て
い
る
事
を
悟
る
で
あ
ろ
う
。
」 

と
真
言
密
教
の
核
心
の
教
え
を
述
べ
て
い
る
。 

 

「
寄
言
」
は
言
葉
を
寄
せ
る
こ
と
で
、
告
げ
る
、
こ
と
づ
け
す
る
、
い
い
や
る
、
等
で
あ
る
。
特
段
の
典
故
は
な
い
が
、
用
例
の
多
い
語
句
で
あ
る
。
『
便 
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蒙
』
が
引
い
て
い
る
用
例
が
適
切
で
あ
る
。
謝
靈
運
「
石
壁
精
舎
還
湖
中
作
」
に
「
寄
言
攝
生
客
、
試
用
此
道
推(

言
を
寄
す
攝
生
の
客
に
、
試
み
に
此
の
道
を 

用
い
て
推
せ
、
と)

」
四
〇

と
あ
る
。 

 

「
一
字
」
は
仏
語
。
『
便
蒙
』
の
注
釈
の
如
く
「
一
阿
字
」
の
略
で
あ
る
。
万
有
の
本
源
を
意
味
す
る
。
空
海
の
用
い
た
省
略
語
句
と
考
え
ら
れ
る
。
「
一 

阿
字
」
は
密
教
仏
典
に
か
な
り
の
用
例
が
あ
る
。
『
便
蒙
』
に
従
え
ば
、
『
大
日
経
疏(

大
毘
廬
遮
那
成
佛
經
疏)

』
巻
第
七
「
入
曼
荼
羅
具
縁
品
第
二
之
餘
」
四
一 

に
「
相
如
行
者
持
一
阿
字
門
時
。
隨
彼
性
欲
機
緣
。
或
悟
四
念
處
或
悟
四
神
通
等
。 (

相
如
の
行
者
一
阿
字
門
を
持
す
る
時
、
彼
の
性
欲
機
緣
に
隨
が
い
、
或 

は
四
念
處
を
悟
り
或
は
四
神
通
等
を
悟
る) 

…
種
種
法
寶
不
求
自
至(

種
種
の
法
寶
求
め
ず
し
て
自
か
ら
至
る)

」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

第
五
十
三
句
「
欲
知
先
入
灌
頂
法(

知
ら
ん
と
欲
せ
ば
先
ず
灌
頂
の
法
に
入
れ)

」
か
ら
。
最
終
第
五
十
六
句
「
無
爲
無
事
忘
帝
功(

無
爲
無
事
に
し
て
帝
功
を 

忘
る)

」
ま
で
の
四
句
は
「
自
分
の
心
の
本
質
を
知
り
た
い
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
先
ず
潅
頂
を
受
け
、
本
源
を
求
め
て
禅
行
を
行
え
ば
、
金
剛
薩
埵
と
同
じ
く
仏 

に
な
る
事
が
出
来
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
天
も
感
応
し
、
衣
食
が
満
た
さ
れ
、
慈
雨
も
降
り
、
何
事
も
な
く
無
事
で
、
天
皇
の
德
も
感
じ
な
い
程
の
平
和
な
社
会 

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
入
信
し
て
行
う
禅
行
の
効
果
を
述
べ
て
い
る
。 

 

「
天
食
」
「
天
衣
」
は
仏
語
。
天
人
の
食
す
る
食
物
、
天
人
の
身
に
纏
う
着
物
で
あ
る
。
豪
奢
・
豪
華
な
も
の
で
あ
る
。
多
数
の
用
例
が
あ
り
、
例
示
は
省 

略
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
天
か
ら
の
恵
み
の
衣
食
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
の
用
例
は
見
当
た
ら
ず
、
本
来
の
天
人
の
豪
華 

な
衣
食
に
こ
と
寄
せ
て
、
天
の
素
敵
な
賜
物
と
し
て
、
天
皇
の
德
の
力
を
含
意
さ
せ
て
い
る
。
空
海
独
自
の
云
い
ま
わ
し
で
あ
ろ
う
。 

 

「
無
爲
無
事
忘
帝
功
」
は
、
さ
き
に
注
釈
し
た
伝
承
歌(

「
撃
壤
歌
」)
を
踏
ま
え
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
『
便
蒙
』
は
同
様
の
事
を
『
高
士
傳
』
の
「
壤
父
」 

の
説
話
を
引
い
て
注
釈
し
て
い
る
。 

  
 

 
 

 

お
わ
り
に 

                                        

          

 

四
〇

「
石
壁
精
舎
還
湖
中
作
」
は
『
文
選
』
巻
二
十
二
に
収
載
。
謝
靈
運(

三
八
五
～
四
三
三)

、
六
朝
宋
・
陳
郡
陽
夏(
河
南
省)

の
人
。
名
は
不
祥
。 

四
一 

『
大
日
經
疏
』
巻
第
七
「
入
曼
荼
羅
具
縁
品
第
二
之
餘
」
の
こ
の
文
章
は
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
三
十
九
巻
・
№
一
七
九
六
・
六
五
一
頁
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 
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以
上
で
「
喜
雨
歌
」
の
検
討
を
終
え
る
が
、
当
初
、
「
喜
雨
歌
」
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
正
史
な
ど
確
証
に
相
応
し
い
史
料
を
精
査
す
れ
ば
判
明
す
る 

と
考
え
て
い
た
が
、
筆
者
の
調
査
し
た
限
り
で
は
、
「
喜
雨
歌
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
祈
雨
儀
礼
の
確
証
を
見
出
す
事
が
出
来
ず
、
予
想
外
の
事
で
あ 

っ
た
。
ま
た
、
そ
の
作
業
の
中
で
、
天
長
四
年
の
願
文
「
天
長
皇
帝
於
大
極
殿
屈
百
僧
雩
」
と
正
史
記
載
の
祈
雨
儀
礼
の
実
施
日
と
場
所
が
異
な
っ
て
い
る
事 

に
気
付
い
た
が
、
今
ま
で
、
願
文
と
正
史
の
記
事
と
全
く
同
一
と
し
て
、
勤
行
の
時
に
願
文
が
読
誦
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
の
違
い
に
言 

及
し
た
も
の
は
何
も
な
い
。
し
か
し
何
故
異
な
っ
て
い
る
の
か
そ
の
理
由
は
判
ら
な
い
。
謎
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
更
に
、
同
天
長
四
年
の
空
海
の
唯
一 

の
祈
雨
儀
礼
で
あ
る
仏
舎
利
を
用
い
て
の
勤
行
が
、
効
果
が
あ
っ
た
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、
空
海
自
身
も
継
続
せ
ず
、
弟
子
達
も
空
海
の
業
績
と
し
て
尊
重
せ
ず
、 

祈
雨
行
法
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
、
全
く
歴
史
の
謎
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
は
本
論
の
目
的
で
あ
る
「
喜
雨
歌
」 

の
攷
究
と
は
直
接
関
係
な
い
が
、
何
ら
か
の
結
論
を
出
せ
ず
に
、
謎
と
し
て
、
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
事
に
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。 

 

【
追
記
】
本
論
は
平
成
二
十
三
年
度
・
密
教
研
究
会
学
術
大
会(

二
〇
一
一
年
七
月
一
五
日)

に
発
表
し
た
「
喜
雨
歌
に
つ
い
て
」
に
解
釈
等
一
部
付
加
し
て
完 

成
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 


	空白ページ

